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議事日程(第2号)1 

平成元年 12月13日午前10時開議

行政一般通告質問日程第 1

午前 10時04分議開

本日の出席議員数27名、これより第4回市議会定例豊君)。議長(林

会第2日自の会議を聞きます。

明
!
i
i

本日の議事はお手元に配付の日程表により行います。

行政一般通告質問

日程第 1、これより通告による行政一般質問を行い豊君)。議長(林

ます。

締め切り日の12月8日正午までに提出のありました議員、要旨及びその順

序はお手元に配付のとおりであります。

これより順次質問を行います。

この際、申し上げます。通告質問者は以上のとおりであり、他に関連質問

等の発言もあろうかと思いますが、本日は通告者のみといたします。発言の

方法は、最初の発言を20分以内とし、執行当局の答弁は時間外、再質問は答

弁を含めて30分以内といたします。

これより順次発言を願います。

実君。御登壇願います。21番議員辻田

実君登壇)(21番議員辻田

質問の第 1障を指名をいただきまして議運の皆さ実君)。21番(辻田
んに感謝を申し上げます。御期待に添えるように一生懸命に質問をいたしま

すので、よろしくお願いを申し上げます。

まず冒頭に、富士ディーゼルの企業閉鎖と市の対応についてお尋ねを申し

上げます。富士ディーゼルは昭和17年に池貝鉄工所館山工場としてスタート

し、県南の第2次産業の中核を担い、館山市の産業、経済に果たした貢献度

しかし、残念ながら11月27日に突知と
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して来年3月末をもって企業を閉鎖することを発表しました。この衝撃は各

方面に大きな反響を巻き起こしております。特に、館山市は県下でも地場産

業のおくれが目立ち、市民所得を初め過疎は大きく進んでおります。したが

って、富士ディーゼルの閉鎖は致命的な地場産業の破壊に結びつくことが考

えられるわけでございます。

そこで、質問をいたします。市長は、この富士ディーゼルに対しまして全

面的な支援をし、企業の閉鎖を食いとめるように努力する意思があるのかな

いのか、まずお伺いをいたしたいと存じます。

次に、富士ディーゼルの下請企業は現在でも21社あると言われております。

親会社の閉鎖は下請関連企業にも影響を及ぼすことは必至でございます。こ

の対策についても市長の所信を伺いたいと思うのでございます。

3番目に、従業員の就職の問題でございます。市は特別のあっせんをすべ

きだと思いますが、この点についてのお考えを聞かせていただきたいと存じ

ます。

次に、館山市政の大きな課題の中から4項目について半津市長の所信を具

体的なおかつ明確に伺いたいと思います。この4項目につきましては、この

3年間に同僚議員からも何回となく同じ質問がされております。そのたびに

立派な答弁がなされております。しかし、時間の関係でしり切れになってお

ることは御案内のとおりでございます。そこで、今回は半津市長の任期も残

り1年を切りました。来年秋には市長選挙がございます。答弁によっては考

えを新たにしなくてはなりません。総論の答弁はこれまでの質問でよく理解

しているつもりでございます。本日は各論の面で単万直入な御答弁をお願い

いたしたいと思うのでございます。

まず第 1は、商業の活性化対策についてお伺いをいたします。市長は、商

業の不振の原因に車社会になった今日駐車場の不足と既存商屈の近代化、目

新しさがないことを繰り返し答弁をしております。そこで、お伺いをいたし

ます。公営の駐車場の設置がいまだにできないのはなぜなのか、また向こう

5年間に着手できる見込みがあるのかないのか、はっきりとお伺いをしたい

と思うのでございます。
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2番目には、既存商庄の近代化、目新しさを市として率先して具体的に推

進することができるのかできないのか、明確に答弁を願いたいのでございま

す。

3番目に、 9月議会の答弁の中で中央ショッピングセンターの開設がおく

れている理由として、市長は市街地再開発事業計画区域内にあるため再開発

事業に対し、一つ目に都市計画道路3・3• 1号の変更の要望が出ているた

めと言われております。そこで、お伺いいたします。市長は都市計画道路の

見直しをする気持ちを少しでも持っておられるのかどうなのか、明確な答弁

をいただきたいと思うのでございます。

次に、大きな3番目の質問をいたします。農業の振興とバイオテクノロジ

ーの導入についてお尋ねをいたします。館山市は神代の昔から立地条件に恵

まれ、農業が盛んで地名も安房という名前がついております。昭和の初期か

ら花、野菜、酪農は県の試験場があったことなどとさらにまちぐるみの近代

化に努めた努力の結果から、東京市場では独占的な地位を築いてきたことは

歴史が示すとおりでございます。しかし、政府の減反政策と自由化政策によ

って農業は後退を余儀なくされております。館山市の農業も大きな後退をし

ていることは明らかでございます。このことが館山市の経済にとって非常に

大きな問題を投げかけておることは御案内のとおりでございます。特に、花、

野菜、酪農は早くもバイオテクノロジーの時代に入ろうとしている今日でご

ざいます。市長は、市独自のバイオテクノロジーの研究機関を設立して農業

の振興に寄与する意向はあるのかないのか、お尋ねをする次第でございます。

2番目に、イチゴは現在観光と結びついて大変な人気を呼んでおります。

しかし、炭痘病というアキレス躍を持っております。このため既に限界に来

ているということが言われておるわけでございまするが、その現況と見通し

についてどのようにお考えになっておるのか、明らかにしていただきたいと

思うのでございます。

大きな4番目に移ります。館野、九重地区の上水道の設置についてお尋ね

をいたします。この問題は9月議会でお伺いをいたしました。時間切れとな

りましたので、引き続いて質問をいたします。市長は、水源を利担川に求め
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る南部地域水道企業団の設立により、その計画に基づいて平成7年を目標に

未給水地域の解消を図ると答弁をなされました。 この間6年間館野、九重地

域は現況のままで我慢をしてもらうということなのかどうなのか、明確な答

弁をお尋ねをいたします。

2番目に、南部地域広域水道企業団の設立協議会の設立は知事の肝いりに

よりましてできました。 しかし、中央官庁の認可はまだおりていないようで

ございます。 それに給水するまでの聞には長生郡から約 100キロの行程に給

水管を埋設しなくてはなりません。 さらに、水道料金がべらぼうに高くなる

ゆ こうした問題について関係市ということが予想されておりまするけれども、

さらに、館山市内での配町村の同意が得られるかという問題がございます。

管も大変な事業でございます。専門家や県の関係者に伺いますると、末端の

家庭まで給水ができるようになるのには順調にいっても20年先であろうとい

うことが言われておるわけでございます。 そこで、平成7年を目標に未給水

地域の解消を図ってまいりたいと市長は答弁されたわけでございまするけれ

ども、 この答弁との聞には大きな隔たりがあるわけでございまするから、私

は具体的に平成7年までどのような手順とどのような形でもって給水ができ

るのか、明確にしていただきたいと思うのでございます。

5番目の質問に移ります。公共下水道の設置の見通しについてお伺いをい

たします。 この問題は私が26年前に市議会議員に当選したときから話題にな

っております。私も特別委員ということでもって遠くまで何度か視察に行っ.. 
て勉強してきた経緯がございます。 15年前の市長選挙のときも私は公約の第

1に掲げたのでございます。半津市長も同じく公約したと思います。半津さ

んの方が実力もあり、実現させる可能性が高いという市民の審判によりまし

て私は選挙に破れました。 しかし、それだけに下水道問題に対する半津市長

への期待は大きなものがあったのでございます。 しかし、いまだに現実に至

っておらないことは残念でなりません。

そこで、質問を申し上げます。 リゾート開発を目指す前提条件の一つに、

公共下水道の完備は絶対的な条件であろうと思うのでございます。 これまで

市長は何度も同じ答弁を繰り返しております。総論はよくわかっております。
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各論の面で具体的な答弁を願いたいのでございます。第 1に、市長は住民の

意向を踏まえた都市計画の決定をして実施に移りたいと答弁を繰り返してお

ります。そこで、この都市計画の決定をいつごろまでに終わらせることがで

きるのか、明確にその所信を伺いたいと思うのでございます。

第2番は、水資源と長期的な財政計画を見きわめた上で実施をしなければ

ならないということも繰り返しております。そのとおりであろうと思います。

それでは、水資源の見きわめとはどのような状態に至ったときのことを言う

のか、わかりやすく教えていただきたいと存じます。また、長期的な財政計

画とはどのようなものなのか、その骨子と財政の問題ですから数字を示して

説明をしていただきたいと思うのでございます。

最後に、私は3年以内に公共下水道の実施計画と実施組合をしていただき

たいと願望するわけでございまするが、市長の所信はいかがなものか、お尋

ねをする次第でございます。

以上質問を終わりますが、答弁によりましては再質問をさせていただきた

いと思います。

。議長(林 豊君) 半津市長。

(市長半淳良一君登壇)

@市長(半淳良一君) 辻回議員の御質問にお答えをいたします。

まず大きな第1点は、富士ディーゼルの企業閉鎖と市の対応についての御

質問でございますが、まず第 1点は市の援助と指導で企業閉鎖を防げないか

という御質問でございますが、富士ディーゼル株式会社は昭和24年から当市

を代表する企業として地域経済に大きく貢献されてまいりました。しかし、

円高不況により昭和60年12月に第 1次、昭和62年2月に第2次の人員削減を

行い企業存続の努力がされてきたところでございますが、今回の富士ディー

ゼル株式会社の発表によりますと主要輸出先であるインドで国の施策として

我が社の製品の輸入禁止措置がとられ、さらに経営の面でも毎期4億円から

ち億円の欠損が見込まれることから、このたびの解散となったということで

ございますが、まことに残念なことでございます。しかしながら、市といた

しましては一企業存続のために援助するということは非常に困難なことだと
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考えております。

次に、富士ディーゼル株式会社が閉鎖した場合の地場産業の再建について

の御質問でございますが、さきに申し上げました不況によります第 1次、第

2次人員削減の時点から下請企業につきましても経営体質改善に努め、富士

ディーゼル株式会社一辺倒の経営から企業努力により少しずつ改善されてき

ており、それぞれの経営体質は悪くないというふうに伺っております。

次に、従業員の市内への就職あっせん等の御質問でございますが、現在会

社と組合において平成2年3月までの聞に解決すべく話し合い中と伺ってお

りますので、市といたしましでもできるだけの協力をしてまいりたいと考え

ております。

次に、大きな第2点、商業の活性化についてでございますが、まず活性化

対策のうち公営駐車場の設置についての御質問でございますが、市といたし

ましてはこれまでにモデル商店街指定事業により館山銀座商店街が、また共

同施設整備事業により館山商底街が駐車場を整備しております。今後も商庖

街等で希望があれば助成制度を大いに活用していただき対応してまいりたい

と考えております。

次に、商店の目、新しさは何かという御質問でございますが、それぞれ消費

者ニーズに対応しての集客力と考えます。したがいまして、若者志向、品ぞ

ろえ、専門底化、庖舗の改装等を商底街が一丸となって行うことだと考えて

おります。

次に、都市計画道路3・3・1号の変更についての御質問でございますが、

都市計画道路は土地利用及び道路交通ネットワーク等を勘案し、都市活動が

一体としての有機的に機能するよう都市計画決定されているものでございま

して、長期的展望に立って実現を図らなければならないものでございます。

したがいまして、計画を変更するに当たっては変更内容の妥当性について相

当な根拠が必要でございますので、現時点では変更する必要はないと考えて

おります。

大きな第3点、農業の振興とバイオテクノロジーの導入についての御質問

でございますが、小さな第 1点、観光イチゴの現況と見通しについての御質
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問でございますが、現況につきましては平成元年のイチゴ狩り実施農家数18

戸、実施面積6ヘクタール、入園者数9万 4.095人となっております。

次に、見通しですが、近年イチゴ炭痘病による被害発生が多く問題となっ

ておりますが、現段階ではこれに対する薬剤防除が困難とされております。

この防除対策といたしましては、無病親株の導入と苗の定植に先立って土壇

消毒に努めることが最善とされております。今後安定生産を図る上でも、ま

た他産地との競争に勝つためにも抵抗性品種等への切りかえが必要だと考え

ております。

第2点、花、野菜、酪農とバイオテクノロジーの導入についての御質問で

ございますが、バイオテクノロジーの導入につきましては花斉組合が昭和54

年から花の無病苗による栽培、また畜協が昭和62年から乳肉牛の受精卵移植

等を既に取り入れ実施しているところでございます。今後さらに生産性の高

い農業の確立と優良牛の育成を図るため、農業関係の研究拠点である千葉県

の暖地園芸試験場、嶺岡乳牛試験場がございますので、これら試験研究機関

の協力をいただき農業振興を図ってまいりたいと考えております。

次に、大きな第4点、館野、九重地区の上水道の設置についてでございま

すが、まず小さな第 1点、平成7年までの給水についての御質問でございま

すが、未給水地域の給水は長期的な水源確保を初め館山市水道全体の給水計

画等についての認可が必要でございます。また、南部地域広域水道企業団設

立促進協議会において平成7年度に一部通水を目標とした計画の策定が進め

られておりますので、当市もその計画に基づき館野、九重地区の拡張事業を

推進しておるところでございます。したがいまして、平成7年度以前の給水

は不可能でございます。

次に、第2点、南部地域の水道用水供給事業につきましては、本年7月13

日の促進協議会発足以来現在は事業計画等を策定中でございます。この計画

では平成2年度に企業団設立認可及び事業認可、平成3年度より工事着手、

平成7年度には一部通水を目標といたしております。当市もこれにあわせ平

成2年度に基本計画の作成、平成3年度に事業認可申請を行い、平成4年度

中に工事に着手、平成7年度の通水に向けて準備を進めております。
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次に、大きな第ち点、公共下水道の設置の見通しについてでございますが、

公共下水道事業を進めるには住民に十分理解を深めていただくことが重要で

ありますので、既に広報により PRを行っているところでございますが、今

後ともより一層の広報活動を行うとともに説明会等を行ってまいりたいと考

えております。なお、都市計画決定につきましては、関係住民の方々の合意

が得られるならば平成3年度までには都市計画決定できるものと考えており

ます。

次に、小さな第2点での御質問でございますが、水資源につきましては現

在県で作成しております南部地場総合利水計画により、平成7年度に一部通

水可能であることから必要水量が確保されることとなりました。また、財政

計画につきましては市の財政力等を十分勘案し、適正な事業計画を策定し、

事業を進めてまいりたいと考えております。

次に、小さな3点でございますが、今年度策定の基本計画をもとに来年度

以降都市計画決定、事業計画の策定及び事業認可手続を進めるわけでござい

ますが、順調に住民の合意形成が図られ、法手続が進むとするならば3年以

内、すなわち平成4年度までに事実上の事業着手である実施設計が可能であ

ると考えております。

以上、答弁を終わります。

。議長(林 豊君) 21番議員。

。21番(辻田 実君) 非常に明快な答弁でございまするけれども、今ま
でと閉じようにいま一つその具体性に乏しくて、現実にそれらが実現するか

どうかということでございますので、私はもっと詰めて具体的な答弁をお願

いする次第でございます。

市長は、この富士の問題につきまして、インド等の輸入規制、さらには経

営が4億からち億ぐらいの赤字が出るという中でもって企業閉鎖に至ったと、

こういうことでございまするが、どこの市町村においても膨大な金を使って

企業団地の造成、企業の誘致に必死になっているわけでございます。富士デ

ィーゼルが館山市の鉱工業生産に占める割合というのは非常に高いんです。

しかしながら、館山市の鉱工業粗生産というのは県下でも非常に低いんです。
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これはもう統計年鑑見ていただければわかるように 1けた少ないんです、他

の市町村と比べて、同様な市町村と比べて。このことが館山市の過疎化と、

そして活性化を阻害している理由の一つになっているわけでございます。そ

ういう中でもって富士ディーゼルがつぶれる、時代の趨勢でもってやむを得

ないだろうと、なかなか援助等については困難であろうということで済まさ

れるのかどうなのか。

かつて池貝鉄工が同じような状況で閉鎖になりました。そのときは館山市

を挙げて館山製作所という管理会社をっくり、そして何とか企業を存続させ

ようということが実りまして、現在の富士ディーゼルの会社に入ってもらい

まして、そして再建をしたという経緯もあるわけでございます。私は現状は

現状としても今現に富士ディーゼルあるんですから、本当に市がそれを存続

させる、ディーゼルエンジンがだめだったらまたほかの方法でも存続させる、

そのことが必要だろうと思うんですけども、そうしたところはなされようと

いう意向はあるのかないのか、まずお伺いしたいと思います。

@議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 今までの富士ディーゼルの製作している製品等

が大変大きなものだったわけでございます。それをただいまの御質問があり

ましたように、ほかのものにすぐ切りかえるというようなことが果たして可

能だろうかどうだろうかということが一つの問題点になろうかと思うんです

が、なかなか現段階に至りましてはー企業のために市の金をそれに投じて、

そして再建をするということは無理でなかろうかというように考えておりま

す。

。議長(林 豊君) 21番。

。21番(辻田 実君) ー企業のために予算を投じて再建が無理であろう

と、こういう答弁でございますので、これ以上は深入りはしません。しかし

ながら、一企業であっても先ほど申したように館山市の産業、経済に果たし

たものというのは非常に膨大でございます。どこの市町村でも膨大な金を使

って企業を誘致しようとしているじゃありませんか。地場産業の育成をしよ

うとしているじゃありませんか。市の予算を投じているわけです。館山市は
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今現にあるその企業に対しても守れないということについては、地場産業の

育成を唱えても、また企業の誘致といってもそれは空念仏じゃございません

か。この点についてはかなり考えも違うようでございまするから、私はそう

いう点につきましてそういった状況では館山の地場産業、これからじゃどう

にもならなくなってしまうというように思うわけでございますので、反省を

促して次に移りたいと思います。

先ほど2番目に下請関連企業に対するところの救済対策ということについ

て質問したわけでございまするけれども、一応体質改善だとか企業努力がな

されて下請企業は割合に経営実績は悪くない、こういうふうに答弁されまし

た。私は答弁をそのように受けとめたいと思います。しかしながら、私もか

なり下請企業の人たちとも連絡を持っておりまするけれども、よくありませ

ん。非常に苦しいと言っています。どうなるんだと、あしたのことわからな

いというのがほとんどでございます。かなりずれがあるんです。これが企業

努力によってやらなきゃならないということにつきましては、こうしたとこ

ろの零細、中小企業、下請関連企業に対しては市は何も施さないということ

になるんじゃありませんか。具体的に下請企業、富士の仕事が減ることによ

ってやっぱりかなり打撃を受けると思う。

市長は先ほどの答弁の中において、企業は割合企業努力によって経営状況

は悪くないと一悪くなければ必要がないのかわかりませんけども、そこに

大変な見解の相違が私はあることを指摘したいわけでございます。この富士

の閉鎖に伴って関連企業に対して具体的な融資だとか受注に対するところの

いろいろな協力、新潟鉄工なんかの場合には新潟市が挙げて新潟鉄工のディ

ーゼルエンジンを市町村に売り歩いていますよ、市の職員がセールスみたい

な格好で。いい悪いは別にして、そこまでして地場産業を育てようとする中

でもって、館山市が企業努力で云々というようなことでは私はこの下請企業、

地場産業は浮かばれないと思うんですけれども、具体的な施策は今持ってい

るのか持っていないのか、持っておったらどういうことを具体的にこの閉鎖

に伴う対応策を考えておるのか、御答弁をいただきたいと思います。

。議長(林 豊君) 経済部長。
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。経済部長(安西良一君) 富士ディーゼルの協力工業協同組合という組織

があるわけでございますが、この組合員になっております企業は20社あるわ

けでございます。その中で、辻田議員さんがおっしゃるように本年度当初に

おいては二、三の業者については80%を富士ディーゼルの方に頼っておった

というような状況でございましたけども、現段階におきましては三、四社ぐ

らいが30%程度というように承っております。こういうことで先ほど市長の

答弁があったわけでございますけども、かなり体質改善ができてきたという

ように私どもは判断をしておるわけでございます。なお、もし企業等で運用

資金、そういったもの等が必要であるならば、市の制度あるいは県の制度等

によりまして資金融資等の御援助を申し上げたいというように考えておりま

す。

以上です。

O議長(林 豊君) 21番。

。21番(辻田 実君) 今の答弁ではどうにもならないです。それはいい

と思っている、そしてまたそうしなきゃならない、またもし企業で必要があ

ればそれに対して対応します、こんな現実じゃないですよ、企業の今の第一

謀部隊というのは。市は第2次産業、地場産業の育成ということをスローガ

ンに掲げているじゃございませんか。企業がもしもというようなことじゃな

くて積極的に地場産業を掘り起こして、それで館山の経済を潤し、若い者た

ちが東京や千葉の方へ勤めに行かなくても館山で胸を張っているような状況

をつくるのが市長の責任じゃございませんか。市の責任じゃございませんか。

これじゃそういった意向というのが全く見られないんです。この点について

は、残念ながら今後十分対処していただきた ~'o こういう状況では本当に市

民が浮かばれないというふうに私は思うわけでございます。平行線になりま

するから、これ以上質問しでもしょうがないようでございますので、次の商

業問題に移りたいと思います。

駐車場の問題につきましては、モデル指定事業等の中において緩和をして

きているということでございまするけれども、市長は今まで何回も繰り返す

中でもって商庖街の振興対策についてはその原因は何かという質問で、駐車
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場の問題、そしてその商庖街の近代化、これをしなきゃならないということ

を言ってきたでしょう。今回の質問も同じでございます。それだけ何回も繰

り返してきたんだったら、具体的にやはり公営の駐車場をつくることが先決

でしょう。これができない中でもって企業努力によってとか、また今商庖街

が非常に不況なのは駐車場がないからだと、他人事じゃないです。館山の商

業の占める割合、今鉱工業生産を退いて館山の市民所得のトップをいってい

るのは商業生産高じゃありませんか。商業所得じゃございませんか。これに

対して本当に育成していくこと、その原因ははっきりしておるわけですから、

駐車場がないということ、なけりゃつくらなきゃ一つくるのは大変であろ

うけども、つくるのが市の任務じゃございませんか。具体的にこの点につい

ては公営の駐車場、これはもう商庖街の中でも願望でございます。

私も前回の質問でもって言いました。辻田君も質問するのはいいんだけれ

どもしり切れじゃないか。市長の答弁は駐車場がないことが原因でございま

す、目新しいのがないのが現行でございます、はいさようでございますか、

そのとおりでございますかとあんた引き下がったんじゃ市会議員出ている資

格がないということでもって大分お叱りを食いました。そして、一向に言う

のは、理屈はいいからもう駐車場つくってくださいよと、市がわかっている

んだったら。確かにいろんな人にも聞きました。大型庖の方がきれいな音楽

が流れておるし、若いきれいなお嬢さんが対応してくれる。既成の商店は余

り品物もないし、音楽が流れていないし、若い人がいなくてどうも行きづら

い、辻田さんこれは大型底に反対されちゃ困るんだよという意見もありまし

た。すると、大型庖が出てきたんじゃ中小の既成の商店はつぶれてしまうじ

ゃありませんか。つぶれてしまえば館山市民が路頭に迷うではございません

か。また市長も繰り返し言っています、既存商店街の育成は館山市にとって

非常に重要な問題だ。重要な問題であったんだったらそうした点について市

が積極的にやるのが妥当であろうというように思うわけでございます。この

点についてどうなのか。

特に、私はおとついの朝日新聞を見て驚いたんでございまするけれども、

大蔵省が本年度の所得見込みにつきまして予想したわけでございまするけれ
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ども、それによりますると租税負担率また社会保障負担率は国民所得 300兆

円の38%という見通しを立てて予算編成をしたわけでございます。 しかしな

がら、経済企画庁の最近の動向調査見ますると40%を組税負担率が超えるだ

ろうということが朝日新聞のトップに出ていました。今日本の社会というの

はこのように国民が一生懸命に稼いで 300~も円の所得を上げておる、世界第

2位ですよ、 アメリカに次いで国民所得は、 GNPは。 しかしながら、 その

租税負担率が40%をことしは超えるだろうということです。 それほど税金を

納めているんです。民間にやれといっても無理なんです。民間にやらせるん

4 
そうすればできるでしょう。 40%もだったら税金を半分にしてやりなさい。

そして自治体や国がこうしたところの政策を進め税金で巻き上げておいて、

なければ、公共投資を優先的にやっていかなければ日本の経済、館山市の経

済も成り立たないんじゃございませんか。特に、館山はそうでございます。

そういう点でもって、質問の肝心なところへいくと企業努力、そういった

企業の問題については市が予算なりそういうものを支出してやるべきではな

いと思う。大変なことです。多くの人たちは、国民所得の40%を税金で納め

るということは国にそういうことをやってもらう、市町村にやってもらうと

いう裏づけがあるからみんな納めているんです。それがいざーたん市に金が

入ってしまいますると、いや市の予算ですからー企業に対してはと、 こんな

ことでは商庖も浮かばれません。 このままの状況だったら商賠はまた軒並み

• に底を閉じるところが出てくるじゃございませんか。

そこでもって、私は単万直入に結論だけお伺いします。大型、少なくても

100台規模の公営駐車場を5年以内につくろうという意思があるのか、 これ

は大変困難であろうけれども、やってやれないことはない。何か野球の監督

じゃありませんけども、人間がやってやれぬことはないということでござい

ますから、市長がその気になって市の職員全員が総力を挙げてやればやって

できないことはないと思う。 そのことがないから、現実に駐車場がないこと

が商店街の活性化を回害しているということはわかっていながら、その部分

でもって具体的にできていないというように私は思うわけでございまするけ

れども、 この点についてどのようにお考えになるのか、御答弁をいただきた
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いと思います。

@議長(林 豊君) 経済部長。

@経済部長(安西良一君) 公営駐車場の関係でございますが、先ほど市長

がお答え申し上げましたとおり、市独自の公営駐車場としては現段階のとこ

ろ開設する予定はございません。

それから、別にいわゆる商業団体、商底街等が中心になりまして必要なと

ころに自分たちも金を出す、また市も応援してほしいというような場合には、

その状況等を踏まえましてできるだけ市の方も応援いたしまして、補助をい

たしまして、そして駐車場を設置し、顧客にこたえていこうというような考

え方は持っております。

以上です。

0議長(林 豊君) 21番。

@21番(辻回実君) 今言ったように市独自でもってやらなけりゃ、公

営駐車場なんていうのはもう経営の苦しい商底街幾ら金を出し合っても、知

恵を絞ってもそれはできないんです。葉大な金もかかるし、努力もかかるん

ですよ、言っては悪いけれども。それができるぐらいだったら商業は活性化

していくんです。活性化していないのをカンフル剤打つということは、市が

大変な努力をしなけりゃできないということです。市ができないということ

ですからこれ以上質問してもしょうがありません。どんな答弁があろうとど

んな説明があろうとも、市がやる意向がないという中ではこの問題解決しな

いわけでございまするから、きれいごと並べてもしょうがありませんので、

私は次の問題に移りたいと思います。

農業の問題について再質問させていただきます。先ほども申しましたよう

に、館山市の花とか酪農というのは非常に進んでおるということが特徴で、

東京行っても館山の花ですか、房州の花ですかということで、房州の花から

東京の市場は開かれるというようなこともありますし、酪農の占めるシェア

というのはやはり日本一でございます。北海道は生産量は一番でございます

けれども、千葉県は 2番です。千葉県の中で最も進んでいるのはこの安房で

ございます。安房の中のこの酪農に対するところの改良というのは嶺岡の出
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張所もありまして、大変なものであるわけでございます。そのことがこの館

山におきますところの酪農生産の粗生産を非常に高めているわけでございま

す。農業生産の中でも約22億の粗生産を上げているわけでございます。仮に

申し上げますれば、野菜が17億、そして花斉類が8億、合わせまして酪農、

野菜、花舟の粗生産高は農業生産の80%を占めているわけでございます。こ

れは先ほど市長の答弁でございまするといろいろと改良し、一部の場合にお

いてはバイオテクノロジーの導入をいたしまして振興に努めておるー努め

ておると言っておるけれども、統計的に見ますと10年間粗生産高は頭打ちさ

れているじゃございませんか。

そして、私はきのう、おとついの千葉テレビの中でもって「進む千葉県の e 
農業、バイオテクノロジーの導入jというようなことで特集されておりまし

た。ほかの地域の方も私は2カ所ほどバイオテクノロジー入れている町村を

訪問しました。バイオテクノロジーを入れるところの生産、非常に金はかか

るけれども、その生産高約ち倍に上がるということが言われます。品種も一

定し、非常にすぐれた優位性を持ったものがある。もうこれからはバイオテ

クノロジーによって農業生産、花生産が本格化された場合には、もうほかの

方法でどんなことしても太万打ちできないというのが、その筋の見解じゃご

ざいませんか。

館山市が農業に占めるところの割合というのは、商業に次いで大きいもの

がございます。この農業、漁業が振興しないから商庖が不振なんです。購買

力が上がらないんです。したがいまして、私は相当な金はかかるけれども、

先ほどの答弁じゃございませんけれども、暖地園芸なり県のそういう機関に

委託いたしまして、バイオテクノロジーの導入をして普及を図りたいという

ことですけど、そんなことじゃなし」館山市が先取りをして、そして農業の

バイオテクノロジー、大体20億か30億ぐらいの予算投下すれば大体のものは

できるそうでございます。それをもって市が本格的に農業の普及を図るなら

ば一私は今自民党政府がやっておりますところの減反政策と農業自由化に

は反対でございます。しかしながら、現実に進んでいるわけです。進んでい

る中でもって今の農業がそれに甘えておったんじゃどうにもならないわけで
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す。バイオテクノロジーによって生産高を倍にしても、花の8億が16億にな

るじゃございませんか。そして、野菜が11億円の所得が30億になるじゃあり

ませんか。そうすればまちの商庖街も活性化するんです。農家所得も倍にな

るんです。そのことを農家なり県の研究機関にゆだねてやるということは余

り直接過ぎる。産業の根幹でもって農業は大事でございます。私は、館山市

の昔からの伝統の中において非常に先進的な農業、先進的な技術の導入とい

うのは館山の農業の特徴であったわけでございます。今やバイオテクノロジ

ーの時代に乗りおくれていることがこれから10年、 20年先大変な問題を私は

招来するというように思っているわけでございます。したがいまして、私は

そういう面でもって市にもう一度聞きます。市はそうした館山農業の本格的

なイニシア、先導的な役割を果たすべきバイオテクノロジーの研究機関、そ

ういうものを実施する意向があるのかないのか、あるのかないのかだけで結

構でございますから、その点についてお伺いをいたします。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 市といたしましては、現在県が上総研究都市の

中に総合基礎研究所というようなものを設置する予定でおりますので¥これ

らを十分活用していきたいというように考えております。

。議長(林 豊君) 21番。

。21番(辻田 実君) 県の上総研究機関の活用も結構だろうと思います

けど、そんなことでは今の企業競争、自由社会におきますところの資本主義

経済の中へ乗っていけないんです。市独自でやる気がないということだった

らもうこれ以上論議しても始まりません。私は農業の近代化についてはやは

りバイオテクノロジーを乗せていかなければ、館山市におきますところの農

業の近代化、農業所得の向上、そういうものはあり得ないというふうに踏ん

でおりますので、大変な見解の違いでございまするから、その点だけはやは

り議会の立場一私も先年来の多くの農村の方々等知っておりまするけれど

も、口をそろえてもうバイオの時代になったんだと、これに乗らなければも

う農業はだめだということをもう口をそろえて言っています。

そういう中でもって県を待つてなんてこんな一大体国や県がやってその
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後の二番せんじ、三番せんじゃっていいことは一つもないんです。県や国の

先を行くというのが、今の自由社会の中におきますところの経済のあり方で

そす。市町村もそういうことをしていかなければ町はよくならないんです。

のことを今多くの市民は市に望んでいるんです。私は声を大にしてこの点に

ついては要望して、県に依存するということですから、館山市はやる意向が

これ以上抽象論言ってもしょうがありませんのないようでございますから、

ひとつそういう点についてはよく経済のでこれで打ち切りまするけれども、

i-下i
i
i

動向、農業の動向、農民の意向というものをしんしゃくしていただきたいと、

かように思うわけでございます。

7年まで6年間実施で次に、水問題でございます。館野地域については、

できなきないということでございますからこれは大変なことだと思います。

いものはできないでしょうがありません。できるようにしなきゃならないわ

けでございまするから、私は6年間もほうっておくというわけにはいかない

と思います。私はその前例が一つあるわけです。先ほどの市長の答弁の中で

も、あそこは水を掘れば出るという見通しがついたからやろうと思った、飲

料水だとか農業用水の関係で、地元の人の了解得られなかったからできなかっ

それは昔でそうしかしながら、これを一つの理由に挙げていました。たと、

いう一部の声はあったかしれないけども今ありませんよ。町内会長がもう全

それを市員でもって80%以上の人が署名してやってくれという中でもって、

どうしてくれるんですかといって、大変なこでもってけ飛ばされちゃった。

ミネベアだってできたじゃありませんか。あの地域は水はないと言とです。

ってもミネベアをつくるときにはミネベアの企業努力によって水が出ている

今21世紀を迎えた今日、水道のない地域なんていうのはじゃありませんか。

恥ですよ、館山市の中に持っているのは。特に、館野、九重地区はこれから

リゾートの先端行く地域でございます。発展しようという地域でございます。

まず、地元住民の水の確保というのは市水道がなくて何ができるんですか。

の最大課題です。私はこの点についてはこういうことじゃ納得できない。今

こういうことでございまするか

らやむを得ない。やむを得ないということであるけれども、私なりにやはり
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もっと 1年でも 2年でも早めて給水できる方法をとらなきゃならないという

ふうに考えていることだけをつけ加えておきたいと思います。

それから、南部広域水道の問題でございますけど、市長は2年に計画し、

3年に工事を着工し、申請認可をし、そして7年には一般給水できると、非

常にきれいなことでございまするけども、これだけじゃどうもまいらないん

です。信用しないわけじゃございませんけども、これでもって7年にできな

かったらどうなるんですか。リゾート計画、いろんな計画全部パアになって

しまいます。今までだって水は何年まで解消しますよ、解消しますよという

ことは言ってきている。言ってきているけど解消はしていませんじゃないで

すか、いろいろの。そういう面では、この面についてはもうちょっとやはり

本当のことを申し上げ、そして南部水道、利根川の水を引っ張れば全部水は

解消してパラ色になるんだというようなことでもって市民の目先を惑わすよ

うな小手先のことはやめてもらいたい、このことを注文して最後の問題に移

りたいと思います。

都市計画の公共下水道の問題でございまするけれども、これについては市

民の合意が得られるならば向こう 3年の聞に実施設計に持っていきたいと、

平成元年までには合意が得られればということでございますけど、こういう

状況というのは随分あるわけでございます。過日も下水道特別委員会でもっ

て清水市等を視察したわけでございまするけれども、もうあそこは30年前か

らやっているんです。今まで論議の中でもって財政が大変だということで言

ってきましたけども、しーかしながらやってしまえばできるんです。今千葉県

下でも公共下水道がないのは館山ぐらいなもんじゃありませんか。

つい10日ほど前の新聞には、君津、木更津、富津の地場でもって公共下水

道の工事が始まって、そして県南についても茂原もできたし、もうかなりの

部分で進んだ。観光地であり、リゾートを標携する館山の中でもって、これ

はもう来年からでも再来年からでも踏み出さなければ私はいつになってもで

きないと思う。 30年来同じことを言っているんです。何か3年か4年先には

都市計画やって公共下水着手します、着手。 3年たちますと、まだ市民の合

意が得られません、都市計画を十分検討してからやりたいと思います、もう
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30年たっているんです。この点については、私は向こう 3年でもって実施計

画、さらには実施組合、こういうものをつくってし吋、こういうことでござ

いまするから、一応ここでもって私もその点については御了解いたしまして

その成り行きを見たい、このように思うわけでございまするけども、今度こ

そ私はやっていただきたし」下水道対策委員会でも近々のうちにその結論を

出していきたいと思いまするけども、よろしくお願いします。

時間が来ましたので、終わりたいと思います。

。議長〈林 豊君) 以上で21番議員君の質問を終わります。

次、 1番議員脇田安保君。御登壇願います。

( 1番議員脇田安保君登壇)

。1番(脇田安保君) 私は、既に通告してございます4点にわたり御質問

を申し上げます。

御承知のように、当市は昭和14年11月3日市制施行されてから50年の歳月

を迎えました。そして、この50年の節目を契機に再び新たな半世紀に向かつ

て勇ましく船出したところでございます。これから迎える半世紀は、今まで

と比較し急速な社会の変貌と発展とに対応したさまざまな施策が要求されよ

うとしております。こうした目まぐるしい生活環境の多様化が予想されるの

で、特に忘れてならないものはより人間的福祉社会の建設であろうと思われ

ます。以上のような時代の背景を認識しながら質問に入りたいと思います。

第 1点の高齢化時代の対応についてですが、現代社会は今までに類例のな

い急速な高齢化が進んでいます。戦後における急速な長寿化と出生率の低下

によって、これから21世紀初頭にかけ65歳以上の老年人口比率が急上昇する

ことが確実になっています。戦前から戦後の昭和30年代までは、日本の全人

口に占める65歳以上の老年人口の比率はほぼ 4.5%台で推移していましたが、

昭和40年に 6.3%、55年に 9.1%、60年に10.3%と急速に上昇しました。 62

年には10.9%、この比率は今後も上昇し続け、 2020年には23.6%に上昇する

と推計されています。この老年人口割合はスイスやスウェーデンを上回る世

界ーの水準です。

さて、当市においてはどうでしょうか。館山市の分析によりますと、平成
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元年4月1日現在の65歳以上の高齢者は 9.749人で、そのうち80歳以上の高

齢者は1.948人となっており、このまま推移するとすれば15年後には市民4

人に 1人が高齢者になると予測されると言われております。そして、昭和61

年3月に発表された館山市総合計画によりますと、これらの対策は4本の柱

から成っております。すなわち生きがい対策、在宅福祉対策、老人保健医療

対策、施設の整備です。これらは長期的にその実態の推移を見ながら推進し

ていかなければなりません。

そこで私の質問ですが、長期的に見て在宅介護サービスはどのように推進

されていくのか。 2点目、総合計画による老人ホームや老人保健施設につい

てはどうか、以上について市の長期計画の上からお尋ねいたします。

次に、第2点目、館野地区に建設の共同住宅の問題についてお尋ねします。

宅地開発については、本市では16年前に業者ベースによる乱開発を防止し、

良好な生活環境を維持するために、他市の例なども参考にしながら宅地開発

指導要綱を策定し、一定の効果を上げてきたところであります。それにより

ますと、この要綱は館山市内における宅地等開発事業に対しo、要な基準を定

め、その適正を図ることを目的としています。この要綱は 0.3ヘクタール以

上の開発事業に適合するようになっています。また、その第7条には、 「事

業者は、事業により周辺に影響を及ぼすおそれのあるものについては、事前

に関係者の同意を得なければならなLリ、また、 「事業者は、事業施行に伴

う第三者との紛争はすべて責任を持って解決しなければならなしリ、また、

「事業者は、事業により第三者に与えた損害については、その補償をしなけ

ればならないJと明記されています。

次に、館山市宅地等開発協議基準には、 「地域住民の生活環境に支障を及

ぼさないことJ、 「開発事業が将来とも付近に迷惑を及ぼさないよう管理等

の万全な措置を講ずることJなどが示されています。また、上水道について

も、 「深井戸を掘る場合、既存の井戸等周辺に影響のないよう十分配慮する

ことj、また「その他必要な事項は、管理者と協議することJ。そして、衛

生に関しては、 「ごみ処理は自己処理を原則とし、市と協議の上状況によっ

ては簡易焼却炉を設置すること」がうたわれています。
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このように、館山市宅地等開発事業に関する指導要綱と館山市宅地等開発

協議基準の趣旨は、周辺の住民と事業者との相互の理解を促しているもので

あります。ですから、共同住宅や宅地開発に際しては日照権問題を含め周辺

住民の同意を得てから開発を行うべきであります。住民の知らないうちに建

設が進んでしまい、後になってから日照権の問題や水道問題や下水道問題が

起こるのでは遅過ぎる。やはり十分な話し合いを行い、関係者の同意書の提

出を求めておくことが適切であると私は考えます。

そこで質問でありますが、近隣居住者に建築計画の説明をすべきであると

思うがどうか。 2、開発事業で深井戸を掘る場合の手続についてはどうか。

3、計画建築物による日影、電波障害等の影響についてはどうか、 3点につ

いて御質問を申し上げます。

次に第3点目、地価高騰で進まぬ高規格道路についてであります。東京湾

横断道路が完成するのは平成7年とされています。 そして、県では横断道路

の受け皿となる道路として東関東自動車道路館山線のうち、千葉市浜野と木

更津市間の33キロを平成4年度に完成させ、県央道の木更津茂原間を平成7

年度に供用開始したいとしておりますが、東関道千葉木更津聞は用地買収が

大幅におくれ買収率は約28%で、平成2年度までに用地買収を終わらせると

いう当初の計画はかなり困難になっています。つまり平成4年度の完成が危

ぶまれる状態になっているのであります。 さらに、県が横断道路の完成まで

' 
に間に合わせたいとしている東関道木更津館山間に至っては、完成までにあ

と十数年はかかると言われており、横断道路完成に間に合わせるのはほとん

ど絶望的なこととされているようです。 したがって、平成7年度に横断道路

が完成する時点でそれと直接結ばれ、受け皿となる高規格道路で、確実に完

成していると断言できる道路は 1本もないことのようであります。

また、道路建設にとって最大の難関が用地買収にあることは言うまでもな

いのです。特に、千葉県の場合は横断道路を初めとする幹線道路建設計画が

発表され、 さらにリゾート構想が具体化されつつあることもあって、各地で

地価が急上昇しています。また、横断道路などにより千葉県の発展可能性が

高まっていることが地価の急上昇を招き、発展に不可欠の道路整備にプレー
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キをかけるという皮肉な結果になっております。

こうしたことから東関道木更津館山線についてはどのような見通しがある

のか。また、館山バイパスも大分おくれているようですが、用地買収はでき

たのでしょうか。次に、主要地方道舘山白浜線バイパスについての進捗状況

はどのようになっておりますか、お尋ねいたします。

次に第4点目、ギネスブック作成について。最近の世相を見ますとき、い

じめであるとかぼけ老人の増加、独居老人の孤独死など社会の暗い面が多く、

明るい話題に乏しく、ぎすぎすした社会環境にあるように思われます。こう

したことから私は市のギネスブックの作成を提言し、市長のこれに取り組む

姿勢についてお伺いいたします。

これは愛知県の小さな町で実施されていることにヒントを得たものであり

ます。この町では、遊び心を取り入れながら町民触れ合いを深めることを目

的とし、町制60周年を記念して町民から町のナンバーワンを募集したそうで

す。小坂井ギネスと称しております。ちなみに募集したナンバーワンを紹介

しますと、家族総年齢最多世帯、これは 1家族9人で 371歳だそうです。そ

のほか大きなメロンを栽培した人、ジャンボヒマワリ、長く日記をつけてい

る人、たくさん資格を持っている人、一番多く献血した人、長寿の犬などが

挙げられております。こうしたことは費用も多くかかるものでもないし、住

民の触れ合いを深め明るい話題を提供するものではないでしょうか。当初は

何でもよい、自分でこれぞ我が町のナンバーワンと自負するものを募集し、

毎年ナンバーワンを広報紙に掲載し、何年か後にはギネスブックとして 1冊

の本にまとめるようにしてもよいかと思われます。この点いかがなものでし

ょうか。

以上、 4点にわたり御質問を申し上げました。御答弁によりまして再質問

をさせていただきます。

。議長(林 豊君) 半津市長。

(市長半淳良一君登壇)

@市長(半津良一君) 脇田議員の御質問にお答えをいたします。

大きな第 1点、高齢化時代の対応についてでございますが、その小さな第
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1点、長期的に見て在宅介護サービスはどのように推進されていくかという

御質問でございますが、在宅介護サービスいろいろ種類がございますが、い

ろいろの形態がありますけれども、まず週末短期入所制度につきましては受

け入れ体制の問題もございますので、今後とも施設側と十分協議をしながら

進めていきたいと考えております。また、登録へルパー制度につきましては、

今後需要に応じ園、県の動向を見ながら検討してまいりたいと考えておりま

す。また、デイサ←ピス事業につきましてはそれぞれ個々の事業で対応して

おりますが、センターの建設につきましては今後広域的に設置の方向で検討

をしていきたいと考えております。また、マンパワーの育成につきましては、

民間活力増強のために市で協力できるものがありましたら検討してまいりた

いと考えております。

小さな第2点、総合計画による老人ホームや老人保健施設についての御質

問でございますが、高齢化が進展する中で動向をとらえ将来を見詰めながら

今後も需要を的確に把握し、在宅福祉とともに適正な方向で広域的に検討し

てまいりたいと考えております。また、老人保健施設につきましては医療機

関への併設が望ましいと言われておりますので、今後医師会等と協議しなが

ら広域的に検討してまいりたいと考えております。

次に、大きな第2点、館野地区に建設の共同住宅の問題についてでござい

ますが、小さな第 1点、近隣居住者に建設計画の事前説明をすべきであると

思うがどうかという御質問でございますが、開発行為につきましては館山市

宅地等開発事業に関する指導要綱に基づき、事業者は事業により周辺に影響

を及ぼすおそれのあるものについては事前に関係者の同意を得るよう指導し

ております。また、建築しようとする建物につきましては、審査をする千葉

県が中高層建築物事前公開等指導指針により、近隣居住者に対し建築計画の

内容について説明するよう指導しております。

次に、第2点、深井戸の問題でございますが、開発事業で深井戸を掘る場

合に定められた手続はございません。しかしながら、深井戸を掘る場合につ

きましては、館山市宅地等開発事業に関する指導要網に基づき、開発事業者

に対し周辺の井戸への影響について十分調査するよう指導を行っているとこ
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ろでございます。

次に小さな第3点、計画建築物による日影、電波障害等の影響についての

御質問でございますが、計画建築物周辺の地域は都市計画法による用途地域

が無指定であり、建築基準法上日影による中高層建築物の高さ制限の適用が

ないところでございますので、日影による影響の有無についての判断は市と

いたしましてはお答えをいたしかねます。また、電波障害につきましては、

千葉県の中高層建築物事前公開等指導指針により、電波障害が発生するおそ

れがあると考えられるときは、県において建築主に対し必要な措置を講ずる

よう指導をいたしております。

次に大きな第3点、その小さな第1点、東関道木更津館山線についてでご

ざいますが、東京湾横断道路の完成に合わせ供用開始ができるよう、建設省

を初め関係機関に官民ともども陳情を重ねているところでございます。今後

の見通しでございますが、木更津富津間につきましては基本計画路線に決定

され、建築に向けて大きく動き出しているところでございます。富津以南に

つきましては金谷道路が平成元年度から用地取得に入り、鋸南道路につきま

しては用地取得も95%を超え既に一部工事着手がされており、平成4年度完

成が見込まれているところでございます。残る富山富浦間におきましでも、

平成2年度から用地取得に入る予定と伺っております。

次に小さな第2点、館山バイパスの用地買収はどうかという御質問でござ

いますが、現在地権者数件を残し平成2年度の完成を目標に工事が進められ

ておるところでございますが、残る地権者の方々につきましでも道路の必要

性については理解が得られ、代替用地等協議、調整を図っているところでご

ざいます。

次に小さな第3点、主要地方道館山白浜線バイパスについてでございます

が、現在路線測量も終わり本年度基本設計が進められておるところでござい

ます。また、来年度早々には地元説明会を実施し、用地取得に入りたいと県

より伺っております。完成時期でございますが、東京湾横断道路、東関東自

動車道館山線の完成時、平成7年度には供用開始できるよう県へ強くお願い

をいたしているところでございます。
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大きな第4点、ギネスブックについてでございますが、市のギネスブック

を作成したらどうかという御提案でございますが、市には今のところそれら

に関する情報の持ち合わせはなく、今後の情報収集にも難しい面が考えられ

ますが、広報紙面の有効活用の中でその必要性も含めて検討してまいりたい

と考えております。

以上、答弁を終わります。

。議長(林 豊君) 1番議員。

@1番(脇田安保君) 今大まか了解いたしましたけども、我が国の福祉は

これからはやはり在宅看護が必要になってくるかと思われます。施設も必要

ですけども、やはり総務庁が発表している老後の生活と看護に関する調査の

中に、寝たきりになったときにだれに看護を頼むかというデータがあるんで

すけども、これやはり自分の自宅で看護をしていただくんだというのが男性

と女性に分かれて出ておりますけども、その点ちょっと読んでみたいと思う

んです。男性の場合は71.6%がこれは妻だという数値が出ています。 2番目

に家政婦、あるいはあとは息子とか嫁とか娘とかとなっておりますけども、

女性の場合にはまたまるっきり違いまして、嫁という数値が31.5%、それで

あと 2番目として家政婦というやはり同じようなパターンですけども、これ

を見たときに全部やれるーこれから老齢人口は4人に 1人と館山市はなる

ような状況であります。その上でやはり在宅で看護を望んでいる方がこれほ

ど多いというふうに私は考えるのでありますけども、その中にやはり介護者

が毎日介護していくには確かに看護疲れというのが起きてくるわけです。そ

れで館山市がこのちカ年基本計画の中で市独自の事業として、週末短期入所

制度というのをもうよその市に先駆けて取り入れているということはすばら

しいことであると思うんですけども、現在行われている基本計画の中ではそ

れがまだ実施されていないということをお聞きするんですけども、今後のこ

れに対する見通し、それとこれを受け入れ体制をする側一要するに特老だ

と思いますけども、それについての問題点と週末短期入所をするのにその体

制がどのような今後の見通しがあるのか、その点まずお伺いします。

。議長(林 豊君) 民生部長。
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。民生部長(小幡清之君) 確かに御指摘のように今後高齢化がますます進

む中で寝たきり者がふえるということで、介護をされる方の負担というもの

は確かに相当なものになるというわけでございます。それで、この週末短期

入所制度といいますのは、そういった中でなかなか家族そろっての旅行です

とかレクリエーション、そういったものができないということで、土曜日に

寝たきりの方を特老へ入所させて日曜日の夕方に退所というようなことで、

週末を家族でゆっくりひとつ休養をとっていただこうというようなことで基

本構想にのっているわけでございますが、この問題点といいますのは御承知

のように特老は24時間体制で勤務を組んでおるわけでございまして、常時や

はり見張り、監視といいますか、そういった体制が敷かれているわけで、現

段階ではまだ士、日に若干手薄にどうしでもなってしまうんだと、そこで調

整をつけているというようなことでございまして、今後それらを何とかうま

い方法で解決していただきまして、計画どおりの週末短期入所制度ができる

ように施設と協議を進めていきたい、このように考えております。

@議長(林 豊君) 1番。

@1番〈脇田安保君) 協議するということでありますけども、できれば早

い時期に週末ー今士、日含めてということでありますけども、やはり一晩

だけではなくやはり金、土、日と、それで日曜に自宅に帰る、やはり看護す

る方が負担が軽くなるような制度を、なるべく早い時期に入所制度を特老の

方で開設できるようぜひお願いしたい、そういうことであります。

次に、パートへルパー、このパートへルパー制度について、現在館山市で

は市の職員だと思うんですけど、ホームへルパーを使用して寝たきり老人と

か等に看護の世話に当たっていると思うんですけども、その方たちはやはり

祝祭日とかあるいは今言われた土曜閉庁等休みの期間が要するに多くなるわ

けです。そうしますと、やはり現在のホームヘルパーではなかなか届かない

面があるんだ。それで、今後これから言われているようにパートへルパー制

度、この点はやっぱり重要になってくるかと思うんです。これ園、県でも考

えているようでありますけども、館山市は福祉都市宣言をされているすばら

しい館山市でありますので、やっぱり圏、県よりも先駆けてこのパートへル
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パーの導入はどのように考えておりますか、この 1点伺います。

。議長(林 豊君) 民生部長。

@民生部長(小幡清之君) 現在、館山市では9人のホームへルパーの方が

それぞれの家庭を訪問しているわけでございますけれども、現在のところは

その需要を十分満たしておるわけでございます。しかし、御指摘ありました

ように今後土曜閉庁を含めまして休日の派遣を頼みたい、あるいはナイトケ

アというような問題も今後は出てくることは当然考えられるわけでございま

して、そういった場合にはやはりパートでやっていただく方を登録しておい

ていただいて、そういった場合に対処していただくというようなことで、こ

れ国や県等でも今いろいろ検討しているようでございますけれども、市とし

ても早い時期にそういった形での勤務ができる、勤めができるというような

方がいたら早い時期にそういったことを取り上げてまいりたい、このように

考えております。

。議長(林 豊君) 1番。

。1番(脇田安保君) 今、週末のパートの質問いたしましたけども、これ

からは在宅看護、先ほど話したんですけども、在宅看護を充実するためにホ

ームへルパーあるいは看護婦等のマンパワーの育成が大事になるかと思いま

す。この増員体制、今ほどお話がありましたその点と、またこれに今後知識

や経験の専門が要求されてくると思うんです、専門性というんですか。それ

で、看護者の専門、看護者の質の向上のためにケアワーカーの養成というー

ちょっと聞きなれない言葉なんですけども、そのケアワーカーの養成につい

てはどのように考えておりますか。

@議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) ケアワーカー、介護福祉士制度が63年度から発

足して、国の資格として介護福祉士という資格が出たわけでございますけれ

ども、これは今後民間においてそういう在宅介護を担当する企業が、扱う企

業が出てくるだろうということで、そのような場合に当然在宅看護に出かけ

る場合にはそのサービスの質ということと、それから家庭へ直接入るわけで

すから秘密の厳守といいますか、そういったことで倫理の問題があるわけで
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ございます。これが公的機関のサービスですとそれらは信頼が持たれるわけ

ですけれども、民間企業が行う場合にそういったものについてやはり不安が

あるといいますか、それらをこういう国の制度による資格を持った企業であ

れば安心できるというようなことで、そういった今後資格を取って、そうい

った者を置いて始める企業が出てくるんじゃないかというふうに感じている

わけでございますが、それらについてはやはり現状では館山市は需要を満た

してはいますけども、将来的にわたってやはりそういう民間サービス企業が

出てきた場合にはまたそれなりの協力はしていきたい、このように考えてお

ります。

。議長(林 豊君) 1番。

。1番(脇田安保君) ちょっと私聞き漏らしたかと思うんですけども、 1

点だけお願いしたいんですけども、基本計画の在宅福祉対策の中で「老人憩

いの場の確保、デイサービス事業等を推進し、老人の孤独化解消を図る」、

これ何かデイサービス事業というのは要するにデイサービスセンターという

ふうに解釈してよろしL、かと思うんですけども、これについてはどのような

考え持っているんですか。

@議長(林 豊君) 民生部長。

@民生部長(小幡清之君) デイサービス事業には施設で行うサービスと訪

問して行うサービスがあるわけですけれども、例えば入浴サービスですとか、

それから洗濯サービスですとか、または訪問の介護ですとか、そういったも

のがあるわけで、またデイサービスセンターを設置して施設へ来ていただい

てそういったことをやるサ←ピスとあるわけでございます。ただ、このセン

ターにつきましてはやはり特別養護老人ホーム等に併設することが望ましい

わけで、独立してつくるということはなかなか難しいわけでございまして、

しかもその需要のぐあいからいきまして市単独というよりも、特老が広域的

な施設として設置されましたように広域的に考えていこうということで、既

に近隣市町村の担当者とはデイサービスセンターをどうするかということで

協議は始めているところでございます。

。議長(林 豊君) 1番。
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。1番(脇田安保君) いずれにしても、これから西暦2020年へ向かつてや
っぱり高齢化は進んでいくわけです。ですから、先ほどもお話しましたよう

にとにかくやっぱり在宅看護と施設の整備をさらに推し進めていくことが、

やはり高齢者になった方たちが自由に選択一要するに私は自宅で看護を受

けるんだ、あるいは施設に入つてのんびり暮らすんだ、そういうような施設

を自由選択できるような、そのような方向でやはりこれから進んで、いってい

ただきたいと要望しておきます。

次に移ります。館野地区に建設中の共同住宅、この問題が大きくといいま

すか、今問題が起きているわけです。それで、当初63年の12月と11月に事業

者から近隣の皆様へということで説明書が渡りました。そのときに、あなた

のうちは日が陰りますよと、あなたのうちはこのような影響がありますよと

いう説明はつけずに、ただ建てますよということで説明を口頭で渡していた

という経過から、受け取った側はそれほど重要視しないでああそうかなとい

う感じで受け取ってしまってことしの8月でしたか、建築が始まったわけな

んです。そのときに皆さん近隣の方たちが顔を突き合わせて、すごいものが

できたな、これじゃとても外も見えないし、風も当たるし、建物が建ってか

らテレビが映りが悪くなって見えなくなっておると、そういうふうに騒ぎと

いうんですか、異議を申し立て始めたわけなんです。

そのときに事業者が打ち聞けた話が、説明に伺ったときに同意書をもらっ

た家庭ともらわない家庭が申請地に接している面であったわけです。それが

業者から説明があって地元の人たちが憤慨してしまったんです。まず最初の

話のときそうだったわけなんです、私もその場に携わったんですけども。そ

れ何で差をつけるんだということが始まりなんですけども、それでよくよく

ただしてみたところ、近隣とは要するに直接隣地に接していない場合には近

隣とは業者の方見ていなかったわけですけども、その説明の文の中に赤道、

要するに1.8メートルぐらいの農道が走っておりまして、それがあるために

近隣とは見ないんだというふうな説明であったわけです。ですけども、工事

とかあるいは直接的な影響は受けるわけです。その点でまず 1点伺いたいの

は赤道、要するに1.8メートルの農道があるために近隣とはみなされないの
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かどうか、そこの点をまず1点最初に伺います。

@議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) この関係につきましては、県の中高層建築物事

前公開等指導指針というこの指針に当てはまる、この指導によって実施する

ものでございますが、これでいいますと近隣居住者とは次に掲げるものをい

うんだということでございますが、冬至における 9時から15時まで建築物の

日影を受ける敷地に居住する者というのが一つございます。それからもう一

つは、建築物による電波障害等の影響を受けるおそれのある居住者というこ

の2点でございます。

以上です。

。議長(林 豊君) 1番議員。

。1番(脇田安保君) わかりました。それが近隣と要するに称するわけで

ございますね。ということは、農道が入っていようと何があろうと要するに

電波障害と冬至の日の 9時から 3時までに日が陰るということを近隣と称す

るわけでございますね。そうした場合には、そこにある赤道は別に問題ない

わけです。これ1点伺いたいんですけども、当初の説明は事業者が赤道を含

めて市の指導に従って私たちゃっていますよということで説明があったんで

すけども、自分の申請地、要するに宅地等に例えます、宅地と農道を両方舗

装して、ただ境界はびょうを打っておけばいいんですよという説明があった

んです。それを当時に言ったもんですから地元の人はすごく憤慨したんです。

道路も一緒に使っていいんだという解釈されたもんで、その点市の方として

どういう指導をされているのか、その点伺いたいんですが。

@議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 里道でありますとこれは管理が県になりますか

ら、ちょっとその辺相談を受けたかどうかということは私聞いておりません

が、一般的に申し上げますと里道を利用する場合には市に申し出をいたしま

して、そして許可は県の方で、それを使うかどうかということは県の方で許

可をするという形になります。その手続をとったかどうかということは聞い

ておりません。
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以上です。

@議長(林 豊君) 1番議員。

@1番(脇田安保君) 今その問題点が、まず第1番目がそこから始まって

いるんです。要するに近隣の住民と事業者との紛争といいますか、大きくい

えばトラブルが始まったのは、要するに市として申請地、宅地ですね、今建

っている建物の宅地と農道を同じ面で舗装して、それでただ境はびょうを打

てばいいんだということだったんです。それが要するにトラブルの発端なわ

けです。だから、それが業者はじゃどこで指導されたのかといったら県では

ない、市だということなんです。だから、市のどこが指導したかというその

点を明らかにしてください。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 道路の管理といいましょうか、それは市という

ことになります。ただ、許可権限とかそういったものにつきますと県という

ことで、本来ならばその道路をどのようにして整備をするかというようなこ

とになりますと当然やはり県の方にも協議がなされて、そして利用していた

だくというのが本筋だと思います。

。議長(林 豊君) 1番議員。

@1番(脇田安保君) ちょっと待ってくださ ~\o その点で、今一般的に農

道の舗装の場合には館山市で現物支給でやっていますよね。その場合にも県

に許可をとっているんですか、それ。今の話を聞きますと、農道の舗装と今

の業者にやっていいですよ、舗装してくださいよというのと同じことになり

ませんか、解釈として。ということは、県に許可をとらないで今現在ですら

農道は生コンで舗装しているわけですから同じ理屈になるんです。その点ど

ういうふうに解釈するんですか。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) ちょっと確認をいたしたいと思いますので、お

時間をちょうだいしたいと思います。

@議長(林 豊君) 暫時休憩します。

午前 11時44分休憩
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午前11時49分再開

。議長(林 豊君) 休憩前に引き続き会議を聞きます。

経済部長。

@経済部長(安西良一君) この道路につきましては赤道でございますので、

このような取り扱いになると思います。都市計画法に基づ‘きます県の開発行

為の申請をする際に、その道路につきまして一緒に例えば舗装をしたいとい

うような場合、この場合は舗装したいという申請があったそうでございます

が、申請されてそしてそれは県において認められておる。なお、その道路部

分と開発部分との境界をはっきりさせるためにびょうを打ってほしいという

ことでびょうが打たれているということでございます。なお、農道につきま

してはこれは開発行為ではございませんので、県の許可は必要ございません。

以上です。

@議長(林 豊君) 1番議員。

。1番(脇田安保君) そうしますと、要するに今農道は地元からの要望で

業者が舗装するということでしたか、ちょっと今解釈できなかったんですけ

ども、その点ちょっとお願いしたいんですが。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 開発者がこの農道についても整備をしたいとい

うことで申請書を出したということでございます。

。議長(林 豊君) 1番。

。1番(脇田安保君) じゃ、開発者がそういう舗装をしてということは、

地元の人は解釈の仕方が、要するに敷地と農道も一緒に舗装していって、た

だ境界はびようなんだ。ということは、自分たちも利用しますよと、その道

路そのものがもう先でとまっているわけですから、その道路を舗装すれば駐

車場等でも、もう縁石もなければただ普通のびょうだけであるわけですから

そういうふうに地元の住民の方たちはとらえたわけなんです。それが要する

に紛争の発端だったわけです。ですから、今現在まだそれが引き続いている

わけですけども、市がきちんとそこの辺をもう少し簡明なる指導をひとつし

ていただければそういうことはあり得なかったというように私は解釈するん
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ですけども、じやその点わかりました。

次に移りますけども、先ほどの中で深井戸を掘る、あそこは先ほど辻田議

員もおっしゃいましたように6年も先にならないと水道が入らない地域であ

ります。でありますので、あれだけの建物建てるには話では日量30トンの水

が必要なんだということで、掘り抜き井戸を掘りたいんだという話になって、

市の方で指導の中で近隣の井戸を調査しなさい、近隣住民が使っている井戸

を事前に調査しなさいということであったわけですけども、調査しましたよ

と私も見せていただいたんですけども、 5件ほど謁査をされましたという書

類が添付されていたのであります。実際にその地元の方に言わせると、いや

どこも井戸を調査していないよと、 12件あるんですけども我々には 1件も話

もなかったよと、それはうそのものを提出したんじゃないか。ということは、

なぜそのように井戸のことにこだわるかというと、あそこは何軒かの井戸で

共同で使っているわけなんです。それで、前々から夏に何度か水枯れをした

苦い経験をしているんだ。そこに日量30トンもくむ深井戸を掘られてはとて

も生活に支障があるんだと、そういうことで憤慨しているわけなんです、そ

ういうふうなことでは困るんだ。ですから、こういう水道がないところにお

いてもっときちんとしたやはり同意を得れるようなことは場所的に幾らも

一館野、九重だけなわけです。その点要するに何かの形で指導でできない

ものかどうか伺いたいんです。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 既存の井戸調査ということでございますが、市

といたしましては現在指導しておりますのは既存井戸のいわゆる湧水量、あ

るいは取水の深さだとか水位だとか、あるいは各井戸の所有者の立ち会いの

もとにそういったものを調査をいたしまして、開発者側が井戸を掘った後に

さらにその井戸の所有者の立ち会いのもとに既存の井戸の水位の調査等を行

うように、そして確認をするように指導しておるところでございます。

以上です。

O議長(林 豊君) 1番議員。

。1番(脇田安保君) 時間もありませんから、ぜひ地元住民、新しいリゾ
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ート建設の指導要綱もできましたんですけども、これが1年前にできておれ

ばこのような結果にはならなかったかなと思うんでありますので、この指導

要綱ができつつありますので、これからもトラブルないようにぜひともお願

いしたい。

じゃ、次に移ります。要点だけお願いしたいんですけども、館山バイパス

は非常におくれているような感を受けるんですけども、これは何年ぐらい前

からこの工事に着手されて、特に用地交渉、用地買収に入るのに、今やはり

用地がだんだんリゾート法で上がってきているわけですね、地価が。それで、

用地買収と用地交渉はどのくらいの割合で行われているのか、それともう一

点、市として、行政として土地の先行取得はできないものか、その3点にわ

たってちょっとお願いします。

以上です。

@議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 工事の着手の関係でございますが、 59年度から

館山バイパスについては実施しております。

なお、用地買収の予定でございますけども、都市計画街路につきましては

本年度あと 1件、それから館山バイパス関係で3件が予定されております。

そのほか、建設課所管のものといたしまして9件、合計で13件ございます。

なお、来年度以降現時点で予定されているものが、館山白浜バイパスで 112

件、それから市道関係で64件ということで、合計で 116件が現時点では予定

されております。

なお、用地の先行取得の件でございますが、できるだけそのようにしたい

ということで代替用地を含めましてでき得れば用買をしていきたいというよ

うには考えております。

以上です。

@議長(林 豊君) 以上で 1番議員君の質疑を終わります。

午前の会議はこれにて休憩とし、午後 1時再開といたします。

午前11時ち 8分休憩

午後 1時04分再開
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。議長(林 豊君) 午後の出席議員数25名、休憩前に引き続き会議を聞

きます。

3番議員田沢勝信君。御登壇願います。

(3番議員田沢勝信君登壇)

。3番(田沢勝信君) 既に通告してございます4点にわたり御質問申し上

げます。

まず第 1点目は、富士ディーゼル会社解散問題についてでございます。午

前中、先輩の辻回議員からの質問もされており、重複する点もあろうかと思

いますが、違った観点からこの会社問題についてお尋ねさせていただきます。

11月27日会社解散が公表されて以来、約 200名に及ぶ働く人々の雇用の不

安は増大するばかりであります。富士ディーゼル株式会社の筆頭株主は日本

鋼管と言われておりますが、今回の解散は親会社としての責任を放棄したも

のであるという批判があります。昭和59年10月29日に筆頭株主の変更が行わ

れているわけでありますが、日本鋼管が81%を保有する筆頭株主になり、こ

れまで実質経営者であった富士電機は14.3%の株保有主となり、経営権の委

譲ということで説明されてまいりました。そして、昭和60年9月に富士ディ

ーゼル経営方針としての64年までの中期計画が発表されているわけでありま

す。この問、労働者にとっては賃金のカット、そして2度にわたっての人員

削減による 249名が失業の苦しみを味わうという過酷な中期計画であったわ

けでございます。

他方、日本鋼管資本参加による富士ディーゼルの再建に大きな期待感も今

日まで持ち続けてきたとも思います。会社解散の報道以来さまざまな方から

話を聞くわけでありますが、市のリゾート計画の推進とそれに伴って起きて

いる地価の高騰が、富士ディーゼル再建を中途で放棄させた原因の一つでは

なL、かということを一様に聞くわけであります。近年、地価上昇を見込んで

日常の生活活動、営業活動を放棄して土地売却利益を求める風潮が強まって

いることは御承知のとおりであります。富士ディーゼルの工場敷地の面積を

調べてみましたが、 4万 7.000坪という広大なものであります。万が一リゾ

ート計画の推進とそれによる地価高騰が富士ディーゼルの再建の放棄につな
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がっているとすれば、市の責任もまた重大かと思います。市として富士の解

散についてその原因あるいは雇用問題、それらをどのように受けとめておら

れるのか、お聞かせ願いたいと思います。

次に、第2点目、児童公園等都市公園の整備についてお尋ねいたします。

公園は市民の生活に潤いと安らぎを与える場として、あるいは子供たちの生

活圏に対応する児童の遊びの場として、あるいは地域のコミュニティ施設と

して重要な役割を果たしていることは改めて申し上げるまでもございません。

このような公園整備に当たって本市の課題は二つあったように思います。そ

の一つは、都市公園法では市民1人当たりの公園面積不平方メートルを基準

にしているわけでございますが、その速やかな基準り達成が一つの課題で・あ

ります。二つ目の課題は、都市公園の設置に地域的な偏りが見られ、公園の

計画的な整備が求められていることであります。このような観点から、市の

基本構想では人間性豊かな緑多い公園都市を目指し、コミュニティ施設とし

ての児童公園や近隣公園等を具体的に整備するとともに、館山運動公園、城

山公園はより親しめる公園として計画的な整備を推進すると市長も約束され

てきたと思うわけであります。

具体的に質問いたしますが、市民に供用されている都市公園面積はどのく

らいか、市民1人当たりにしてどのぐらいの面積になるのかお尋ねいたしま

す。さらに、公園設置の地域的な偏りを是正していく上でも児童公園や近隣

公園、地区公園等の整備が必要と思うわけでありますが、これらの整備につ

いてはどのように進められているのか、お尋ねしたいと思います。

次に第3点目、高齢者対策についてお尋ねいたします。高齢者福祉という

ことであります。高齢化社会に対応すべき本市も、本年9月に長寿健康都市

宣言をいたしました。この長寿健康都市宣言に当たって議会でもさまざまな

論議がございました。高齢者福祉の具体的実施を要望する声が多く出されて

いるわけであります。二、三例を申し上げますと、養護老人ホーム、特別養

護老人ホームは常に満杯の状況にあるが、今後さらに需要が見込まれるが、

施設の増加を図る必要はないのか、あるいはまた寝たきり老人や痴呆性老人

の増加に対応するための中間施設、あるいは看護者の負担軽減を図るための
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週末短期入所施設の整備ーこの点は午前中も脇田議員からも要望があった

ように思います。あるいは、きめ細かい配慮に基づいた施設運営の見直しな

どであります。さらに、高齢者の生きがい対策として高齢者事業団の早期実

施について議会としてもたびたび論議され、強く要望されてきたところであ

ります。さらに、近年ゲートボール等が大変盛んになり、健康の維持、促進

にとっても大きな役割を果たしているように思われます。ゲートボール場な

ど日常生活の中で手軽に利用できる施設の整備について、これは市長が基本

計画策定時点で約束してきたものでありますが、いまだ市営施設としてのゲ

ートボール場は 1カ所もないように見受けられます。そこで、市長さんにお

伺いいたしますが、長寿健康都市宣言を初めての予算編成に当たって高齢者

福祉の施策はどのように進めていかれるのか、お伺いいたします。

最後に第4点、本年度実施された地下水水質調査の結果とその公表はでき

ないのかお尋ねいたします。近年、地下水の汚染に対する市民の関心は非常

に高まっております。その背景には自然界には存在しない有機塩素系化合物

の中には発がん性の指摘もされているものがあることや、これらの有機溶剤

の使用に当たっては法的にもその処理規定があるにもかかわらず、意外と有

機溶剤等による地下水の汚染が進んでいる事例が多く出ているということが

あろうかと思います。市は、本年度地下水汚染防止対策として地下水水質調

査を実施して実態を把握することになっておりました。既に調査も終えたと

伺っておりますが、調査内容、調査結果はどうであったのかお聞かせ願いま

す。さらに、この検査の結果について市民に公表すべきだと思うわけであり

ますが、その考えはないかどうかお尋ねいたします。

以上、 4点にわたって質問いたしましたが、御答弁によりまして再質問を

させていただきます。

O議長(林 豊君) 半津市長。

(市長半淳良一君登壇)

。市長(半淳良一君) 田沢議員の御質問にお答えをいたします。

第1点は、富士ディーゼル株式会社解散問題についてでございますが、先

ほど辻田議員にお答えいたしたとおりでございますが、市といたしましては
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富士ディーゼル株式会社に対しまして既に、 1つ、従業員の再就職、 2、下

請企業者の今後の生活安定、 3、跡地利用の事前の使途の協議の3点につ Pき

申し入れを行っております。また、職業安定所に対しましでもいろいろお願

いをいたしているところでございます。なお、会社側の話によりますと、従

業員の再就職につきましては全員あっせんができると伺っております。

第2点、児童公園等都市公園についてでございますが、現在都市公園は児

童公園3カ所、近隣公園1カ所、地区公園1カ所、総合公園1カ所、運動公

園1カ所、風致公園2カ所の計9カ所でございます。館山市総合計画策定時

における市民1人当たり公園面積は 5.1平方メートルであり、都市公園法に

よる 1人当たり 6平方メートルの標準を下回っておりましたが、平成元年4

月現在では城山公園と館山運動公園の開設増により、市民1人当たり 1.93平

方メートルとなりました。さらに、館山運動公園が完成いたしますと市民1

人当たり 8.23平方メートルとなり、都市公園法の 1人当たり標準面積を2.23

平方メートル上回ることになります。また、児童公園等につきましでも、都

市公園の有する機能と特性に応じた配置計画の策定を進め、順次整備を図っ

てまいりたいと考えております。

次に、高齢者対策についてでございますが、まず第 1点、長寿健康都市宣

言に伴う具体的な施策は何かという御質問でございますが、この宣言は既に

高齢社会となっております館山市の現状にかんがみ、まちづくりの基本理念

確立のために行ったものでありまして、単に高齢者のみを対象にしたもので

はございません。健康づくりは若いうちから取り組んでいかなければならな

い問題でございます。人生の目標である長寿は、健康をあわせ持つことが特

に大切であり、 9月議会においてこの宣言を御承認いただきましたので、 10

月1日の第4回館山市民健康まつりの総合開会式におきまして「自分の健康

は自分でつくり、自分で守る」のスローガンを掲げ、長寿健康都市宣言をい

たしました。今後の施策につきましては、 「わが家の健康ファイルJを作成

いたしましたので12月中に全世帯に配布する予定であり、今後定期的に健康

づくりのためのリーフレットを配布してまいります。また、現在健康づくり

関係7課によります専門部会を設置いたしまして、健康づくりの推進計画、
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年次計画を策定するとともに、平成2年度には健康増進対策事業といたしま

して、厚生省のヘルスパイオニアタウン事業の申請を計画しており、健康づ

くり事業の充実強化に努めてまいります。

次に、小さな第2点、市として各地区にゲートボール場を設置する計画は

なL、かとの御質問でございますが、現在市内各地区に計43カ所、 48面の常設

コートが設置されており、それぞれ各地区の老人クラブ等で自主的に管理運

営を行っております。さらに、大会等の場合、市民運動場、コミュニティセ

ンター広場等で58面の使用が可能でありますので、現在のところ市として設

置する計画は持っておりません。

次に、小さな第3点、高齢者事業団の進捗状況はとの御質問でございます

が、アンケート謂査の結果について再度参加希望者の意思確認をいたしまし

たところ、実際に高齢者事業団に参加して活動できるのは20人から25人と見

込まれ、これらから推計いたしますと全体で70人から80人程度が見込まれま

す。この結果を踏まえて、平成2年度に設置の方向で現在検討をいたしてい

るところでございます。

第4点、水質検査の結果の公表についてでございますが、調査対象物質は

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、 1・1・1トリクロロエタン

の3物質でございます。対象区域といたしまして、船形地区2、郡古地区7、

北条地区8、館山地区2、豊房地区1、館野地区2、九重地区1、西岬地区

1、富崎地区2の26地点を調査いたしました。その結果、いずれの地区でも

トリクロロエチレン等の有機塩素系の溶剤は検出されておりません。

以上、答弁を終わります。

。議長(林 豊君) 3番議員。

。3番(田沢勝信君) 富士の解散問題について再質問をいたします。

先ほど市長さんから跡地利用の問題、あるいは職員の再就職の問題、その

辺の話があったわけでありますが、私は今回の富士の解散、これは当然、倒産

とは違うわけであります。倒産は資産と負債、これがつり合わなくなって倒

産をするわけであります。しかし、今回の富士の解散、この内容を見ており

ますと富士のあそこの敷地には4万 7.000坪の土地があるわけであります。
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2万 6.000坪が第2の株主である富士電機、そこの名義を調べてみますと、

して残りの 2万 1.000坪が富士ディーゼルであります。合わせて4万 7.000

これでは4億数千万円しこの評価が実際の貸借対照表、これらの資産、坪、

もちろんこれは土地を購入したときの簿価だといか計上されておりません。

うことはわかっておりますが、常識的に考えてみましでも4万 7.000坪であ

りますから、時価が仮に50万円だとしたならこの土地の実際の価値は幾らで

ありましょうか。

そのように記者会見をしておりま富士は解散に当たって累積債務が31億、

こうし、すが、累積債務31億に対して資産は10倍もあるではございませんか。

った解散を偽装解散というのではないでしょうか。私はそういった意味で、

これらについてどのように受けとめていくのかどう市長がこの解散の原因、

なのか、大変重大な問題が含まれているのではないかというふうに思うわけ

この解散さらに、一般の労働者あるいは市民の中からさえも、であります。

はリゾート開発計画によって土地高騰が起こったことを利用する土地転がし

そのために解散をさせたのではないか、に日本鋼管は変わったのではないか、

そういった指摘も現にあるわけであります。

これを明らかにするためにそこで、具体的にこの解散の真意は何なのか、

若干お尋ねしたいと思うわけでありますが、あの富士の工場の敷地がある場

所、あそこに一番近い近辺でよろしいんですが、あの辺の地価の公示価格ー

番新しいものでどのぐらいになりましょうか。

経済部長。豊君)。議長(林

ちょっと地点が離れておるかと思いますが、坪。経済部長〈安西良一君)

当たり 35万ぐらいというように記憶しております。

3番。豊君)。議長(林

坪当たり 35万。公示価格というのは、実際の売買価@3番(田沢勝信君)

1

1

 

その筋の専門家格の大体4割ぐらいになっているんじゃないかというのが、

の見方だというふうにも伺ったことがあるんですが、先ほど私があながち坪

これは決して大げさな話ではないような気がするんです。

やはり天下の日本鋼管、あるいは天下の富
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士電機でございますよね、現在確かに超過債務が31億、そのように言われて

いるわけでありますが、実は富士電機が筆頭株主から日本鋼管へ経営の委譲

を行って、そして日本鋼管が筆頭株主となるその過程で既に超過債務が21億

とも言われておりますし、あるいはまた労働組合と会社とのいわゆる経営協

議会、これは労働組合が差し支えないものについて全組合員に配布している

ようでありますが、その資料等を見てみますと、社長はいろんな過程の中で

債務が45億あった、そういうことをおっしゃっているんです。しかも、富士

の再建のために本来富士電機が持っていた土地、これを富士ディーゼルに14

億借金をさせて買い戻させると、こういった条件をつけて実は筆頭株主にな

っているわけであります。そういった意味からいえば、天下の日本鋼管であ

りますから、労働者を勝手に路頭に投げ出したりそういったことをさせては

ならない、そういった社会的な責務がやはりあろうかと私は思うわけであり

ます。

日本鋼管は明確な再建計画を労働者に示しておりませんが、しかし60年に

中期計画が出ております。この中期計画を労働者は見て、その間中期計画の

中で約 250名、この方々が実際に失業をいたしました。会社のやり方はどこ

どこの会社をあっせんする、そういった話でありますが、多くの労働者はや

はり自分の健康なりあるいはまた家庭の事情なり、そういったことがあって

ほとんどの人がやはり失業されたわけであります。そういったことからも、

私は日本鋼管はこの富士という会社に対して本当に再建という意欲を持って

参加されてきたのかどうなのか、今仮にそのことは横に置いておいたとしま

しでも、やはりそれ相応の犠牲を労働者に強いてきたわけであります。そう

いった意味からも、やはり私は富士は日本鋼管が責任を持って再建を最後ま

でやり抜く、そういった姿勢をとることが必要かというふうに私は思うわけ

であります。

そこで、市長さんにお尋ねしますけども、市長さん、直接日本鋼管とこの

件に関して話し合うつもりはございませんか。私は本当に労働者が生首を切

られて、いろんな理由をつけようが、やはりこの館山の中では生首が飛んで

いるんです。本当に涙が出でしょうがないわけであります。せめてやはり企
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業の社会的責任、これでもって再建を最後までやっていただきたい、こうい

ったことをぜひとも市長さんに日本鋼管に対してお願いをしてほしいと思う

わけでありますが、いかがですか。

O議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半淳良一君) 市といたしましては、先ほど申し上げましたとおり

富士ディーゼルに対しまして 3つの要望をいたしたわけでございまして、従

業員の再就職、下請企業者の今後の生活の安定、跡地利用の事前の協議、 3

つを申し入れましたわけで、この3つが満たされれば市としてはそれ以上の

ことは口を差し挟む余地はないというように考えております。

。議長(林 豊君) 3番議員。

@3番(田沢勝信君) 午前中の討論聞いていてわかったんですが、市長さ

ん今言った 3つ以上のことを市としてはできないということなんですが、何

かそれ根拠があるわけですか。根拠を聞きますのは、新日鉄の釜石工場、あ

そこは企業城下町だったわけですが、あそこから新日鉄の釜石工場が撤退す

ると、そういったときに、あそこは町を挙げて残してほしいと、こういった

表明をしてきました。ですから、私は市として再建をしてほしいと、こうい

ったお願いをすることは一向に差し支えないのではというふうに考えるわけ

ですが……。

O議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半津良一君) 会社の内部的事情については私ども十分存じており

ませんので、今までの会社の説明を間いたところではやむを得ないことかと

いうふうに考えているところでございます。

。議長(林 豊君) 3番議員。

。3番(田沢勝信君) 内部事情につきましては私だって余りよくわからな

いわけで、ただ私が今お話したのはあそこは株式を庄頭登録してありますか

ら、その専門書を読むと富士の経営状況、こういったものを冊子にしてー

これは富士だけじゃありませんよ、全部載っております。底頭登録された株

銘柄になっていますから、その間子を実は見てやってみたんですが。別にそ

ういうことを私が言いたいんじゃなくて、余りにも再建に期待をかけて賃金
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カットにも甘んじ、そして言ってみれば言葉は悪いわけですが、きついわけ

ですが、首切りにも甘んじて、そういつである意味では残った人たちに再建

をかけてきたわけであります。ざっと 250名です。それで、残ってきた職員

も一生懸命それこそ働いて、今土曜日が月 1回ぐらい休みだというのが結構

中小の庄でもあるかと思うんです。それさえもあそこは返上させられて実は

再建に協力してきたんではないかというふうに私は思うんです。一体だれが

本当にこの地場産業を再建していこうと努力をしてきたのかはっきりしてい

ると思うんです、私は。少なくとも働いている人たちは再建しようとして我

慢に我慢を重ねて重ねて、そして努力をしてきたんです。この人々に一体だ

れが誠意を持っておこたえをするのか。やはり私は市民の代表である市長さ

ん、少なくとも私は市民の代表という立場でーもちろん日本鋼管にお会い

してお願いしてだめだというふうに言われるかもわかりません。結果を考え

る前に、誠意を持って働いてきた人々に対して報いるという意味でも、誠意

を示すという意味でもやはり日本鋼管にお願いをしていただきたい。何もそ

れには会社の内容をそんなに詳しく知る必要がありましょうか。その意欲さ

えあればきょう夕方でも富士に行って聞かれればいいわけですから、いかが

ですか。

@議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半岸良一君) 先ほどお答えしたとおり 3つの申し入れをいたしま

したので、その3つが充足されることを期待しているところでございます。

@議長(林 豊君) 3番議員。

@3番(田沢勝信君) どうも市長さん何を気兼ねしているのかわからない

んですが、たびたび市長さんのところにはお願いに行きたいと思います。今

議会の中ではやる気がないと、どうもそんなふうに受けとめるんですが、こ

んなことで終わったら働く人々にとってはたまったもんじゃございません。

そこで、次の問題もありますので、次の質問に移ります。

都市公園の整備についてなんですけども、一応都市公園としては 1人当た

りの面積が7.93平方メートル。今後、現在計画されている都市計画を推進し

ていけば8.23平方メートルになるんだ。ぜひこれは進めていただきたいとい
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うふうに思います。と申しますのは、この都市公園というのは都市計画道路

と同じなんです。非常に計画を立ててから供用するまで長期間かかっている。

長いのでは13年とか、 10年なんていうのはざら、そういう感じが見受けられ

ますからぜひ推進をしていただきたいというふうに思います。

それから、児童公園あるいは近隣公園とか地区公園とかそういった公園が

あるわけですが、これは何か検討をしながらバランスよく配置していきたい

と、こういったような考えかというふうに思いますが、一定程度調査もされ

ているんだとは思いますが、例えば今の都市公園、あるいはこれは市の所有

ではないけれども、各区の広場とかあります。あるいは児童遊園といいます

か、あれ何というのですか、そういったものもあります。これも非常にアン

バランスもあるような気がしているんです。そういった意味ではきちんと平

等だといえば言い過ぎかもしれませんが、やはり子供たちがどこの地域に行

っても遊び場の 1つや2つはある、こういったことをやはり大事にする必要

があろうかと思うんです。その辺は検討に当たってどういうふうに考えてお

られますか。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 現時点で申し上げますと、児童公園につきまし

ては現在3カ所ございます。北条地域内に中村公園、それから船形地先に根

岸公園と船形児童公園と 2カ所ございます。そのほかに現在予定されており

ますものが、駅の西口地区の土地区画整理事業に関連いたしましてその区域

内に 1カ所設ける予定でございます。これが現在はっきりしているところで

ございます。そのほかに児童遊園というお話が出ましたんですが、これは民

生部所管になりますけども、市内に14カ所ございます。それから、そのほか

に子供の遊び場といいましょうか、神社、仏閣等のそういう施設を利用して

のものが主になるかと思いますけども、それが45カ所ほどございます。この

中には子供広場と称するようなもの、あるいはコミュニティ広場と称するよ

うなもの、こういったものを含めましてそれだけございます。こういうこと

で、このほかにもまた順次適当な用地等がございますれば、児童公園等を設

けていきたいというようなことを考えております。

ーち 3 ー



以上です。

@議長(林 豊君) 3番議員。

@3番(田沢勝信君) 公園の整備について要望しておきたいんですが、私

船形に住んでいるわけですが、船形には児童公園が船形と根岸と 2つ、そし

ていわゆる広場、これまで比較的子供の遊び場というのはあるような気がし

ているんです。ただ、市内全般を見ますとやはり非常に広場を含めて遊び場

が少ない、本当にアンバランスがあるような気がするんで、す。例えば、八幡

見てみましても、八幡の青年館に 1つの広場があって、房総米穀の方におり

ていってあそこに 1つの遊び場があります。ところが、北条の方へ行くと余

りないんです。もちろん中央公園がありますから、そういった意味で広場み

たいなものをつくらなかったということもあろうかとは思うんですが、そう

はいってもやはり子供たちというのは自分のうちからそう何キロも離れたと

ころで遊ぶとは思えませんし、やはり近隣で遊べる広場、先ほどの答弁です

と場所があれば設置したいんだと、こういうことでありますけども、とかく

場所があればというのは、どうも議員生活やっていて最近わかったんですが、

市の方がこの土地をどうかと、こういったような何か場所があればというみ

たいな用語になっているように思われるんですが、ぜひ市の方も積極的にそ

ういった意味では子供の遊び場、広場、こういったものをつくっていただき

たいというふうに、これは要望しておきたいというふうに思います。

それから、次に高齢化福祉の問題について、先ほど長寿健康都市宣言、何

も高齢者のためだけの宣言ではないんだと、若いときから健康に気をつけて

そういったことも含むんだというお話でしたので、それはそれでわからない

わけでないわけですけども、実はこの宣言が提案されたときに委員会でも各

論議があったわけですが、やはりこういった宣言を一つの機にしてやはり今

までやられている施策も大事でありますけれども、今まではできなかったも

の、そして市民から要望されているもの、こういったものをこの際だからや

っぱりやってみようと、こういったものがやはり必要だと思うんです。そう

いった意味で、各議員さんからも各要望が出たんではないかというふうに私

は感じておりました。ずっとさっきの答弁聞いていますと、最後にヘルスパ
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イオニアタウン、これ私も余りよくわからないんですが、どんな計画なんで

すか、これは。これがどうも一番大きな政策みたいに聞こえたもんですから。

。議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 平成2年度に申請を予定しておりますヘルスパ

イオニアタウン事業といいますのは、国民健康保険会計の中での保健施設事

業ということでございまして、今それぞれのー先ほど関係7課でというこ

とを午前中にもお答えしたと思いますけども、それぞれの課で健康づくりと

いうことについて何らかの形で事業を行っているわけでございますけれども、

それらを国民健康保険事業の中の保健施設事業として厚生省の補助事業とし

て、 1県2市町村ぐらいずつを毎年取り上げてやっていこうということで、

これ国庫補助が 700万ということでの事業費になるわけでございますけれど

も。特にこのヘルスパイオニアタウン事業を取り上げたからこういうことが

新しく出てくるということじゃなくて、既に現在やっております例えば健康

まつりですとか、それから保健婦による訪問指導ですとか、それから体力づ

くりの教室ですとか、そういったものすべてを含むわけでございまして、そ

れらのより一層の充実をしていこうということで、じゃ新規にやるものが何

もないではないかということになろうかと思うんですが、これもとにかく宣

言しっ放しじゃなくて今までやっていたものをまず体系づけていこうと、一

つの施策として。さらに、その中でソフトを中心になると思うんですけれど

も、今後新たに取り入れていくものをどうしたらいL、かということを年次的

な計画を立てようということで、 7課の若い目で見て新しい考え方を出して

もらおうということで係長を各課から 1人ず、つ選びまして、それでもって専

門部会をつくって現在計画を立案中でございます。それができましたら年次

計画でもって新しいものも実施していきたいと、このように考えております0

0議長(林 豊君) 3番。

。3番(田沢勝信君) 時間もございませんので、今の件なんですが、新た

な施策という意味では高齢者事業団、これも発足するようでありますから、

これらにぜひ力を入れて利用者ができるだけ多いように努力をしていただき

たいというふうに思います。
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それで、時間がありませんのでちょっとまとめて再質問いたします。さっ

きのゲートボール場の関係なんですが、地区に43カ所ある。各個人が管理運

営をやっているんだ一個人の土地でという意味ですね、これは。私がここ

で申し上げたいのは、地価が非常に高騰しているわけですけども、こういっ

た個人の土地に依拠してゲートボールをやっている、これは地価の値上がり

に個人が負けないうちはもつんです。やはり長い目で考えますと、各地区に

市が土地を確保したゲートボール場、こういったものを整備していきません

と、長期的には非常にこういったことを怠っていると後で市にとっては高い

ものにつくんではないかと、そういうふうに思うわけです。この辺も検討し

てみていただきたいというふうに思います。

それから、最後の水質検査問題、これは正確を期す意味でお尋ねしたいん

ですが、検出されなかったというのは飲料水基準に上回るものが検出されな

かったというのか、一切検出されなかったというのか、これだけ教えてくだ

さし、。

@議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 26地点とも不検出ということでございます。

O議長(林 豊君) 以上で3番議員君の質疑を終わります。

次、 11番議員神田守隆君。御登壇願います。

(11番議員神田守隆君登壇)

。11番(神田守隆君) 既に通告をいたしましたち点について御質問を申

し上げます。

まず第 1点は、消費税の見直し案について市長の所信をお尋ねしようとす

るものであります。 11日に参議院では消費税廃止法案が可決をされました。

これはさきの参議院選挙で示された消費税に対する国民のノーの審判を示し

たものである。この参議院の消費税廃止法案の可決、これこそが民主政治を

進めていく上で当然尊重されなければならない前提であろうかと思うわけで

あります。一方、自民党は参議院選挙で消費税の見直しを公約をいたしまし

た。思い切った見直しを行うと再三国民に約束をしてきたところであります。

約束の11月中にはついにまとめることができずには月 1日にずれ込みました
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が、その内容は到底思い切ったとか、抜本的なとか、大幅なとか、さまざま

な形容詞で言われてきたものとは遠く隔たったものだと言わなければなりま

せん。その内容はあくまでも消費税を残すための小手先の小細工でしかあり

ません。また、国民をだますのかと厳しい批判の声が既に新聞の投書などに

出されております。簡易課税方式をそのままにしながら、例えば食料品は流

通段階では税率を1.5%にし、小売段階では非課税にするなどとしています。

しかし、所得の低い者ほど重い負担の逆累進制の消費税はどんなに厚化粧

を施しても、庶民いじめ、弱い者いじめのその本質は何ら変わりません。家

計負担軽減への影響もほとんどないと言えます。むしろ小細工を弄したため

にまさに手の施しょうもない化け者のような税制になってしまいました。簡

素にして公正たるものと言ってきたのでありますが、もはや税制度としても

それ自身がまともな論議の対象にすらなり得ないものと言うべきではないで

はないでしょうか。単に総選挙向けのリップサービスにすぎないものとすれ

ば、これほど国民を愚弄するものはありません。この自民党案では、市長の

言うできのよくない税制はましな税制に一歩近づくどころか、ますますでき

の悪い税制とそのできの悪さに磨きがかかったと言うべきではないでしょう

か。ますます商取引に混乱をもたらすだけではないかと思うのでありますが、

いかがお考えでありましょうか。さんざん見直し論議をした結果がこれでは、

消費税は参議院で示された国民の審判にこたえて結局廃止するほかはないと

ますます確信を持って言うことができます。市長はどのようにお考えであり

ましょうか、その所信をお聞かせいただきたいと思います。

第2点は、富士ディーゼルの企業閉鎖の問題についてでございます。富士

ディーゼルが労働組合に企業閉鎖、全員解雇の提案をしたことは既に御存じ

のとおり、これまでも再三論議されてまいりました。富士ディーゼルの親会

社日本鋼管は歴史的な好決算であります。ことし3月期決算では史上最高の

1.011億円の経常利益を計上いたしました。このため、来年の3月期決算予

想では減価償却方法を変更して約 900億円の利益に圧縮して計上する予定だ

とされていますが、いわゆる実質利益は昨年を上回り、今年度が過去最高と

経営陣自身が認めております。まさにそのときに、一層の利潤追求のために
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不採算部門の子会社富士ディーゼルを切り捨てようというのが、今回の企業

閉鎖という会社提案であります。

私は、親会社日本鋼管の社会的責任は大変大きなものがあると思います。

その責任は果たさせなければならないと思うわけであります。半島地区の振

興を目的にして、製造業などの誘致や設備拡大などに助成する目的で半島振

興法が制定をされ、富士ディーゼルに対しても税の軽減などの措置をしてき

ましたが、それでももうからなければそれまでという企業の姿勢は地域社会

にとって重大な問題であります。富士ディーゼルの従業員はおよそ 200名で

ありますが、その内訳は40代、 50代が中心であります。確かにこの11月は大

変な人手不足で、史上最高の人手不足とも言われております。安房管内でも

有効求人倍率は 3だと言われておりますが、それも40代、 50代に絞ってみる

と決して状況はよくありません。富士ディーゼルの会社解散は中高年労働者

の雇用など地域社会に重大な影響を及ぼすと思うのでありますが、市長はど

のように考えておりますか、お聞かせをいただきたいと思います。

次に第3点、古新聞など紙類の収集について古紙回収業者の協力も得て定

期的に実施してはどうかと思うがという点についてでございます。去る10月

29日には、資源ごみ回収の臼として従来の缶、瓶類とともに古新聞などの紙

類の回収も行いました。休日の日曜日に仕事をした市職員の皆さんは大変な

ことだったと思います。この日に出された古新聞等の紙類はおよそ約20トン

にもなったと伺っております。今いわゆるちり紙交換がほとんどまちには来

なくなっております。円高のために安いパルプが輪入できるために、古紙を

幾ら集めてもガソリン代にもならないと、回収業者がどんどん転業せざるを

得ない状況になっているからであります。この結果、たくさんの古新聞がや

むを得ず各家庭からごみとして出されておりますが、ことしの7月に出され

た市の広報によりますと、新聞紙などは市の焼却炉が制御しづらくなり燃や

せる量が減ってしまうので、こうしたごみはできるだけ出さないでもらいた

いと協力を訴えております。ごみの焼却の面からも新聞類の回収、再利用が

求められているのであります。戦後の物のない時代を過ごしてこられた年代

の方々にとりましては、そもそも本来資源として使えるものを捨ててしまう
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こと、それ自体たえがたいことであると伺っております。古新聞など紙類の

回収については、市としても積極的に業者の協力も得ながら回収を定期的に

実施してはどうかと思うのでありますが、いかがお考えでありましょうか。

次に第4点、国民健康保険証の未交付の問題についてお尋ねをいたします。

国民健康保険の保険証の交付についてでありますが、市の交付状況は保険証

を交付せずに資格証明書を交付する、こういうケースがこの千葉県内の中で

も際立って多くなっております。県内の資格証明書の発行されたその 1割以

上はこの館山市であります。世帯割合で換算すれば千葉県平均の10倍以上の

資格証明書が発行され、保険証が交付されていないということになるわけで

あります。この健康保険証はいわば命を預かる証明書であります。既に保険

証が交付されないために医者にかかれず、命を落とすなどの悲劇が全国各地

に出ております。この館山でその悲劇がないとだれが断言できるでありまし

ょうか。本来資格証明書は悪質滞納者に対して保険証の返還を求め、それに

かわるものとして交付ができるものであります。保険証は、その更新の際に

は無条件にまず交付されるのが原則であります。また、悪質滞納者とは、低

所得のために支払いが困難な場合は悪質とみなさないとの国会における答弁

もございます。一体館山市の納税者は県内他市に比べて悪質な納税者が大変

多いのであるなということが信じられることでありましょうか。市は本来い

わゆる悪質滞納者に対して厳格に運用すべきである資格証明書の発行を安易

にしているのではないかと思うのでありますが、どのようにお考えでありま

しょうか。

第5点に移ります。新年度の館山市予算編成についてさきに要望書を提出

をいたしましたが、ぜひ実現をしていただきたいと思います。新年度予算編

成に当たって、次の点について市長の所信をお尋ねしようとするものであり

ます。

まず第 1点は、市営住宅など一般会計にかかわる公共料金について消費税

の転嫁はすべきではないと思うが、いかがでありましょうか。市営住宅の家

賃については、自民党のあの見直し案でさえ家賃非課税としているのであり

ますが、新年度では消費税を理由とした値上げはないと、このように理解し
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てよろしいでありましょうか。

次に第2点、防火用貯水池の地元負担となっている寄附金は廃止すべきと

思うが、いかがでしょうか。千葉県内28市の中でも、もはや防火用貯水池に

地元の負担金を取るところはほとんどありません。地方財政法で禁止をされ

ている割り当て的寄間金に該当することになるからであります。館山市とし

てもこれまで徐々にその負担割合を少なくしてきましたが、既に10分の 1の

1割というふうに伺っております。かつて館山市道の舗装について寄附金が

ありましたが、やはり廃止されたいきさつがあります。防火用貯水池につい

ても、新年度には地元からの寄附金を廃止する時期ではないのかと思うので

ありますが、いかがお考えでありましょうか。

次に3点、年金の現況証明手数料は無料化してはどうでありましょうか。

年金の現況証明として市はそのたびに 200円を徴収しているわけであります

が、既に千葉県内では9市において無料にされております。年金の受給者の

ために、いわば生きているということの証明のために市のこの証明が必要と

されるのでありますが、そのための判こ一つにこの館山市では 200円取られ

るわけであります。今回市議会に請願も出されているわけでありますが、市

としても積極的に無料化を進めていくお考えはありませんでしょうか、お尋

ねをいたします。

第4に、高過ぎる国民健康保険税は値下げすべきではないかと思うがとい

う点であります。館山市の国民健康保険は、昨年度は一昨年度に比べて 1世

帯当たり約 6.400円ほど医療費が節約をされました。当然そのために発生を

いたしました余剰金は、本来今年度の国民健康保険税の値下げの財源に充て

るべきでありました。しかし、それらは基金に積み立てられております。国

保税は、現在でも大変高いために払い切れないほどになっております。滞納

も大変多くなっているわけであります。来年度の予算編成に当たっては、こ

れまでのように税率の据え置きにとどまらずに税率そのものを引き下げるな

どの実際的な値下げに踏み込むべきではないかと思うのでありますが、いか

がお考えでありましょうか。

以上御質問をいたしましたが、御答弁によりまして再質問をさせていただ
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きます。

@議長(林 豊君) 半津市長。

(市長半淳良一君登壇)

。市長(半岸良一君) 神田議員の御質問にお答えをいたします。

第1点は、消費税見直しについて所信を問うということでございますが、

自民党による消費税見直し案につきましては見直しの基本方針が公表されま

したが、法律案として示されたものではなく、代替財源等細部にわたって承

知しておりませんので、論評は差し控えたいと存じます。また、野党4会派

が提出いたしました消費税廃止関連法案にいたしましても、ーたん導入した

税制を廃止し、 2年後にまた変えるということであり、国民生活や経済活動

の混乱は避けられず、同時にまた地方自治体の財政への配慮に欠ける問題が

あり、税制が経済社会の基盤という観点からも拙速な廃止は慎重であるべき

だと考えております。

第2点、富士ディーゼルの会社解散案についての御質問でございますが、

解散提案について雇用など地域社会に重大な影響を及ぼすと思うが、市長は

どのように考えているかという御質問でございますが、先ほど辻田議員、田

沢議員にお答えいたしたとおりでございます。

次に第3点、古紙の回収についての御質問でございますが、ごみの減量化、

再資源化促進のため秋の一斉清掃日に古紙類の回収を行いました結果、市内

全域で約20トンが回収されました。これを定着化すべく一定期間モデル地区

を定め、通常のごみ収集と切り離して行えるよう現在古紙回収業者と協議を

進めているところでございます。

第4点、国民健康保険の保険証の未交付についての御質問でございますが、

まず資格証明書の交付状況でございますが、 4月1日の年度当初は 373件の

交付でございましたが、その後納付及び納付約束により 12月1日現在 202件

となっております。

次に、資格証明書交付の理由でございますが、災害、疾病など特別の理由

もなく長期間国保税を滞納しており、納付相談、納付指導に全く応じようと

しない場合でございます。
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なお、他市の状況ということでございますが、県内におきまして資格証明

書を交付している市町村は9市9町村と伺っております。

次に、新年度予算編成に当たって家賃など一般会計にかかわる公共料金に

ついて消費税は転嫁すべきではないと思うがという御質問でございますが、

消費税は既に4月1日から法律が適用され、地方公共団体が行う財貨、サー

ビスの提供等についても原則として課税対象となっており、一般会計におけ

る使用料、手数料についてもその経費に影響があり、今後見霞しを行う必要

があることは御案内のとおりでございます。したがいまして、現在国政の場

で論議されております消費税法等の動向を踏まえるとともに、本来使用料、

手数料については原則としてサービスの受益者が負担するという、公平な負

担という見地からもどのようにあるべきか検討してまいりたいと考えており

ます。

第ち点の防火用貯水池の地元負担についての御質問でございますが、防火

水槽建設費寄附金につきましては御指摘されるまでもなく、計画に従いまし

て今年度限りで廃止をいたします。平成2年度以降につきましては、年間3

基を目安に40立方メートル級防火水槽の整備を図ってまいります。

次に小さな 3点、年金の現況証明手数料は無料化してはどうかという御質

問でございますが、まず国民年金受給者の現況を申し上げますと、総数 7.5

56人でございます。内訳といたしましては、 10万円未満 453人で5.99%、10

万円以上20万円未満 709人で9.38%、20万円以上30万円未満はし270人で 1

6.81%、30万円以上40万円未満はふ563人で 47.16%、40万円以上50万円未

満は 1.143人で 15.13%、50万円以上60万円未満は 416人で5.50%、60万円

以上は2人で0.03%になっております。

次に、手数料の減免規定がございますが、申し上げますと、生活保護法の

適用者もしくは災害など特別の事由により手数料を徴収することが適当でな

い場合等減免することとしてございます。したがいまして、一般的には受益

者負担が原則となっておりますので、他の手数料との均衡上無料化は考えて

おりません。

次に、高過ぎる国保税は値下げすべきではないかという御質問でございま
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すが、御承知のとおり国保税の算出方法につきましては国保被保険者の療養

に要する費用及び事務費等に要する経費の歳出予算総額から、園、県支出金、

交付金及び繰入金等を差し引いた額を国保税として被保険者に応分の負担を

していただくことになります。したがいまして、本年度の医療費等の動向を

見通した上で予算を積算することになりますが、現在把握しております9月

分までの医療費を見ますと、既に前年に対し 9.9ポイント上回っている状況

でございますので、国保税の値下げにつきましては困難と考えております。

以上、答弁を終わります。

@議長(林 豊君) 11番議員。

。11番(神田守隆君) 市長さんは消費税の問題についてはコメントはで

きないということで、私が質問もしない野党案についての批判はぱっちりや

ってくれましたけども、自民党案についてはコメントを避ける。どうしてで

すか。

。議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半淳良一君) 先ほど御答弁いたしましたように、自民党の消費税

見直し案でー案でございまして、法案として提出されたものではございま

せんので、十分検討の時間がございませんでしたのでその論評を差し控える

と、そういうことでございます。

。議長(林 豊君) 神田議員。

。11番(神田守隆君) いろんな考え方があるんですけども、ということ

は法案になっていなし、から検討の対象にもならぬと、歯牙にもかけないとい

う意味で答えられたのか、いやどうなのかな、それは考え過ぎかなとも思い

ますけれども、この自民党案、市長さんは論評を差し控えるというふうに言

っておられますけれども、私は食料品とそれからそのほか複数税率を導入す

るということになりますと、これは簡易課税という原則から非常に逸脱した

形になるわけです。簡易課税制度というのは単一の税率が当然の前提です。

こういう複数税率というのは大変重大な問題を持っていて、非常に実務の問

題、まず業者の方音を上げるんじゃなL、かと思いますけれども、事務の非常

な複雑な問題、大変な混乱をもたらすというふうにお考えになりませんか、
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見直し案だから、法律じゃなし、からわからないという御答弁なんですか。

@議長(林 豊君) 市長。

。市長(半淳良一君) あくまでも試案の段階でございますので、公式の場

での論評は差し控えたいと、そう申し上げているわけでございます。

。議長(林 豊君) 11番。

。11番(神田守隆君) 私先ほど一番初めの質問の中でも指摘いたしまし

たけども、選挙向けの口当たりのいいリップサービス、こういうふうになら

なければいいもんだという点を言っておきたいと思います。

富士ディーゼルの企業閉鎖問題で、ございますけれども、先ほど来質疑もさ

れてきて今まで答えた方と同じ答弁だと、そういうことでありますから、辻

田先生あるいは田沢先生への答弁を踏まえましてお聞かせいただきたいんで

すが、市長さん、この責任問題について親会社に責任はあるというふうにま

ず考えておりますか。

。議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半淳良一君) 特に考えておりません。

。議長(林 豊君) 11番。

。11番(神田守隆君) いや、ここは一番大事なところなんです。この親

会社の責任をやはりどういうふうに見るのかということが私はポイントだと

いうふうに思うんです。日本鋼管が来て、そして日本鋼管は何のためにここ

に来たか、富士ディーゼルに資本参加をしたのか。それは日本鋼管はこれま

で鉄鋼あるいは造船、さらに機械部門ということで、造船の中の機械部門を

独立させて 3事業部制をしいたんです。どういうことかといいますと、エン

ジン、内燃機を含めましてそれ自身販売をしていこう。そのためには、この

日本鋼管の従来の造船の間属部分としていたエンジンの製造部門だけでは業

界で太刀打ちできないからなんです。それは富士ディーゼルの中型のエンジ

ンをシリーズとしてどうしても持ちたいから資本参加してきたわけです。現

に、そのために富士ディーゼルからの長い間に培ったその技術と技術者、ど

んどん日本鏑管に移籍したではありませんか。図面も全部行ったんです。そ

ういう言ってみれば日本鋼管にとって欲しいところ、おいしいところ、これ
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はみんなちゃんと持っていったんです。こういう中で経営危機がつくられて

いったんです。これは親会社の責任が非常に重大だと思うんです。

そこで、市長は半島振興法というのはこの地域で製造業を特に優遇措置し

ながら、地域に誘致をしたり事業の拡大を図ったりしていくために設けたん

だと、こういう法律がありました。この半島振興法の趣旨からすると、今度

の日本鋼管がやろうとすることはそれとは全く逆さまのことをやろうとして

いるんだと、こういうふうに思いませんか。

。議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半淳良一君) 日本鋼管の経営方針とかそういうことについては一

切私にはわかりませんので、御答弁いたしかねます。

。議長(林 豊君) 11番議員。

。11番(神田守隆君) それでは、お伺いいたしますけれども、今言いま

した半島振興法ありますね。市長は先ほどのお話ですと跡地の利用について

申し入れをしたというんですけども、随分そういうことについては素早いん

ですね。本当に跡地の利用ということで、どこも非常に考えていることなん

ですけどだれもなかなか言い出せないんですね、この問題というのは、率直

に言いまして。市長さん、この半島振興ということでこの地域にとって製造

業、もうリゾートだから製造業なんでいうのは時代おくれだと、この館山市

にとって必要ないんだと、こういうお考えなんですか、それともやはりこの

製造業がこの館山の地域にとって必要な産業として育成もしなきゃならぬと、

こういうふうに考えておられるんですか、どちらですか。

。議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半岸良一君) 製造業が当地域にとって不必要などと考えたことも

ございません。

。議長(林 豊君) 11番議員。

。11番(神田守隆君) 先ほどのお話ですと、跡地の利用ということにつ

いての事前協議、こういうようなことでありますから、何を考えているのか

ちょっとそこだけじゃわからないんですけれども、市長さん何か具体的に考

えていることあるんですか。ここは今都市計画では青く塗られているわけで
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す。工業地域の指定を受けているわけです。ここに製造業をやはり育成して

いく、こういうような考え方で今後考えているんだというふうに理解してい

いですか。

。議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半津良一君) 広大な用地を持っているわけでございますから、こ

の解散に伴ってその用地を切り売りしたり、あるいは市のまちづくりの上で

障害のあるような施設をつくられては困る、そういう意味で事前に協議をし

てもらいたいという申し入れをいたしたわけでございます。

。議長(林 豊君) 11番議員。

。 11番(神田守隆君) 今後この土地の問題というのも大きな問題になっ

てくると思います。しかし、今まさに目の前にある問題は従業員、特に中高

年の労働者、先ほどの市長の御答弁によりますと、みんな会社があっせんで

きますよということで心配ないよというふうに受けとめられる御答弁でした

けれども、本当にそうですか。日本鋼管なり富士電機なりがみんな就職を世

話してくれるよ。しかし、やれ長野県に行ってくれとか、ゃれ三重県に行っ

てくれとか、あるいは川崎に行ってくれとか、そういう非常に遠隔地の採用、

こういう形で進むんじゃないか、それは地域の雇用という形では結びつかな

いんじゃないか、こういう懸念を大変強く持っているんです。実際富士ディ

ーゼルはたびたび会社でこれまでにも人員の整理というようなことをやって

きましたけれども、それだけに今残っている人というのはいろいろな意味で

なかなかこの土地を離れられない、こういういわばハンディをもうしよって

いるという方もたくさんおるんです。そういう条件を踏まえて十分会社のあ

っせんで再雇用の心配はない、こういうふうに理解していいもんですか、い

かがですか。

@議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半津良一君) 会社側に対して完全再就職を要望いたしたところで

ございますが、それに対する返事は再就職が全員できるというお話でござい

ましたが、さらにまた聴業安定所にも円滑に再就職できるようにお願いをい

たしてあります。
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。議長〈林 豊君) 11番議員。

@11番(神田守隆君) 私も職安に行っていろいろ調査をしてきましたけ

れども、やはり確かに有効求人倍率はいい、今確かに大変な人手不足だ、し

かし、中高年に関してはそうでもないんです。したがって、富士の場合には

ほとんど中高年、 40代、 50代のこういう労働者ですから非常に一番難しいと

いうところです。ですから、その現状から見ますと、会社が言っている内容

というのはこの土地を離れれば大丈夫だ。しかし、この土地にどうしてもと

いうならあとは自分でやりなさいよ。しかし、自分でやりなさいと言われて

みても、なかなか現実にこの地元にはないというのが率直な現状なんです。

その辺大変厳しいことだろうというふうに思うんです。それだけにこの親会

社の責任、みんな就職しますよと言っているのは地元で就職できるというこ

とじゃないでしょう、よそにみんな行くことを含めて、会社の提案の内容は

そうじゃないんですか。

@議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 会社側から私ども聞いておりますのは、いわゆ

る日本鋼管並びに富士電機株式会社、それの系列企業、これらに対して希望

する方はあっせんしましょうということで話し合いをしているということを

聞いております。したがいまして、どこへという細かい内容までは現段階で

はつかんでおりません。

。議長(林 豊君) 11番議員。

@11番(神田守隆君) 系列企業といえば大体地元じゃないというのはよ

くわかりますから、そういう点じゃ大変大きな問題だと思うんです。市長さ

んはここで企業の社会的な責任を考えたこともないというような答弁でした

けれども、先ほどの御答弁。いや、まさに日本鋼管の、親会社の責任が非常

に重大なんです。自分たちの企業の利益を求めるために、 3事業部制をとる

ために富士ディーゼルに資本参加をして、おいしいところをとったらあとは

知りませんよということじゃこれは社会じゃ通らないです。その辺をやはり

きっちりと親企業は親企業としてちゃんと責任をとってもらうということが

やっぱり大事だと思うんです。そういう点で親会社の責任という問題につい

- 67 -



ては、社会的な責任の最大のものは何かといったら、働いている人たちに不

安を与えない、雇用の場を確保する、これですよ、これがまず第 1です。こ

の点については、市としてもしっかりと親企業、そしてもちろん富士ディー

ゼルに対してもきちんとしたやっぱり申し入れをしてL、く必要があるという

ふうに思うんですが、これについていかがですか。

。議長(林 豊君) 半津市長。

。市長〈半淳良一君) 私は、企業に社会的責任がないと申し上げたつもり

はございません。日本鋼管はどうかとおっしゃるから、日本鏑管については

内容はよくわからないから私は申し上げられないと申し上げたわけでござい

ます。

。議長(林 豊君) 11番。

。11番(神田守隆君) 会社の内容がよくわからないようでありますから、

先ほど田沢議員からも土地の問題、これ含み資産がいかに多くあるかという

問題ですとか、あるいは私も先ほど指摘しました大変な今好決算、いわば率

直な話申し上げまして、日本鋼管が減価償却の償却方法を変更して利益を圧

縮する、よくよくのことです。この際だから節税対策で不良資産処分しよう、

そういう懸念さえ感じられますよ、今度の富士ディーゼルの解散は。そんな

ことのために 200人からの中高年労働者が首を切られる、とんでもないこと

ですから、そういう点これは私の懸念でありますけれども、きちんと鋼管の

そうした企業の内容をお調べの上に立って、その企業の社会的責任について

しっかりとした認識を持っていただきたいと思います。

次に、古新聞の問題について回収を進めるということでありますから、こ

れはモデルケースということで定着を図っていきたいということであります

から、ぜひそういうことで実施の方向でまずいっていただきたいと思うんで

すが、非常に不安を感じるのはこの清掃の回収の職員、これが今の体制でも

大変厳しいわけです。この間も日曜日にわざわざ出勤をしてやってもらって

ということがあるわけで、こういうことはなかなか恒常的にいくということ

にはいかないと思うんです。そういう点じゃ市の体制の整備ということが当

然出てくると思うんですが、こうした点についてはどういうふうに考えられ
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て準備を進められておるのか、 1点お聞かせをいただきたいと思います。

O議長(林 豊君) 民生部長。

@民生部長(小幡清之君) この古紙の回収をモデル的に実施をするという

ことは市の職員で行うということではございません。古紙の回収業者で非常

に積極的な業者がおりまして、現在非常に安くて営業として難しいんだけれ

どもぜひやらせてもらいたいという業者がありまして、それと廃棄物の清掃

運搬の許可業者の中もやってみようという業者もおりますんで、 1社になる

か2社になるかですけれども、その市以外の業者によって日曜日一日曜日

は市の収集がございませんので収集ステーションがあいているわけです。で

すから、その市の収集ステーションへ出してもらうという方法でもって民間

業者による収集ということを計画しておるわけです。

。議長(林 豊君) 11番。

。11番(神田守隆君) おおむね概要はわかりました。ぜひそれも一斉じ

ゃなくてモデルケ←スということで何カ所か設定してやられるということで

ありますけれども、これがうまくいけば全市的に広げていきたいと、こうい

うようなことだというふうに一応理解をいたします。

次に、保険証の未交付の問題についてでありますが、長期間滞納の者、こ

れにそれから納付相談に来ない、こういうことが要件で保険証を交付しない

んだと、資格証明書なんだと、こういうお話でありましたけれども、館山市

非常に多いですね、県内で資格証明書の発行が。これは資格証明書は悪質滞

納者というふうに言われおりますけれども、市は長期間滞納をしている、納

付相談に来ない、これをもって悪質滞納者だとみなしていると、こういうふ

うに理解してよろしいですか。

。議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 何回督促しましでも納税相談にもお見えになら

ないということです。それで一銭も納めないで長期間滞納しているというよ

うなことで、全く貧困のためとかそういったことということじゃなくて納税

の誠意がないというようなみなし方の者を悪質滞納者というふうにとらえて

いるわけでございます。

- 69 -



。議長(林 豊君) 11番。

@11番(神田守隆君) そうすると、館山市は県内の中では際立ってそう

いう悪質滞納者が多いということになります。ほかの市ではそんなふうに運

用していないんじゃないですか。こういう運用をしているのは県内でも極め

て少ない自治体じゃないかなと思うんです。いかがですか。

。議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 先ほどお答えしましたように、資格証を交付し

ているのは9市9町というふうに把握しております。

@議長(林 豊君) 11番議員。

@11番(神田守隆君) これは国民健康保険法の中で資格証明書が交付で

きるというふうに一部改定がされました。その資格証明書の交付というのは、

保険証にかえて資格証明書を交付することができるというのはどういう場合

かというと、悪質のいわゆる滞納者に対してこれは保険証の返還を求める。

保険証の返還を求めて、そしてその保険証の返還をしてくれた場合にそれに

かわって交付するのが資格証明書です。保険証の更新のときに君は悪質滞納

者だからといってこれを交付しないというのは、それは運用上ちょっと疑義

があるんじゃないですか。国会でも大分問題になっているようでありますけ

ど、いかがですか。

@議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 確かに、取り扱いの面では返還して資格証明書

を交付することができる、条文の上ではそのようにうたわれておりますけれ

ども、当市では資格証明書を最初から交付するというふうなことでもって扱

っております。

。議長(林 豊君) 11番議員。

。 11番(神田守隆君) 保険証の交付にかえて資格証明書の交付というの

は法律上問題があるんじゃないですか。国民健康保険法は無条件に保険証は

交付しなければならない、これが国民健康保険法の法の趣旨だと思うんです。

そういう点からすると、今の運用の仕方については見直しの必要がある。館

山市が非常にそういう事例が多いというのは、更新の際に保険証を交付しな
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いで保険証の交付にかわって資格証明書の交付をしている、こういうことが

あるから館山市はほかの市に比べて極めて多いんです。これはやはり非常に

問題があるんで、そういうことによって保険証がないために資格証明書であ

ればこれはお医者さんかかれませんね、実際問題としては。理論的にはでき

るということになるんでしょうけれども、実際にその立場になった方にとっ

てはできません。そういうことのために医者にかかれず命を落とすというこ

とだって現実に出てきているわけですから、そういう事例が館山市で一今

起きているかもしれませんけれども、だれがどういう責任をとるんだという

問題になるんです。事人命にかかわる問題ですから、今の運用の仕方につい

てはやはり問題があると思うので、見直しの必要感じませんか。

@議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 資格証明書で医療にかかれないということはご

ざいませんで、ーたん全額払ってきであとは療養費払いという形でもって市

へ来て払い戻すということになるわけで、そういう方法で現にかかっている

方もいらっしゃるわけですけれども、ただ保険証を交付して返還させて資格

証明書を交付するという点については若干疑義もございますので、今後検討

したいと思います。

。議長(林 豊君) 11番議員。

。11番(神田守隆君) まず無条件に保険証の交付をするという中で悪質

の滞納者に対してはこの返還を求めて、そしてそれにかわって資格証明書を

発行するというふうにぜひ見直しをしていただきたいと、こういうふうに思

います。そうでなきゃ館山市は県内の他市に比べて10倍も悪質滞納者が率で

出てくるなんてそんなばかな話はないんです。館山市民を一体何と考えてい

るんだろうというような数字ですから、そういうことの本当にないようにし

ていただきたいと思うんです。

次に、予算編成の問題についてお伺いいたします。防火用貯水池の問題に

ついてですが、今年度限りで廃止ということでありますから、来年からはそ

うした地元負担求めないということで大変歓迎すべきことだと思います。

年金の現況証明の無料化の問題でありますけれども、県内で今9市で無料
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にしているという現況があるわけです。こうした他市の動向、それから埼玉

県では全市町村でこうしたものについては無料化をしている、こういうこと

であります。したがって、各市町村で独自に証明書の手数料については判断

ができることだろうと思うんです。したがって、こうした他市の動向等につ

いて、あるいは他県の動向も含めまして、今単純に受益者負担ということで

従来の考え方を一歩も出ない御答弁でしたけれども、現実にこういうふうに

他の市町村、自治体の中で検討が進められている、こういう現状があるわけ

でありますから、したがって新年度ということで私も質問をいたしましたけ

れども、引き続きこうした他市の状況を踏まえて今後の検討課題だというふ

うにお考えになりませんか。

。議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 特に 200円の負担が困難であると思われる生活

保護世帯等は減免の規定がございます。それで、年金にもいろいろございま

して、年間 100万以上 200万の方もいらっしゃるわけでございまして、です

から特に苦しい一年一遍の 200円ということでございますので、やはり他

の手数料との均衡上無料化ということは考えておりません。

。議長(林 豊君) 11番議員。

。11番(神田守隆君) 国民健康保険税の問題についてお伺いいたします

が、先ほどの御答弁伺っておりますとこの 9月までの国保の状況では 9.9ポ

イント上がっておる、したがって国保税の値下げが困難である、こういうよ

うな御答弁でありました。大変私は逆にこういう御答弁いただきますと来年

は値上げするつもりかしらと、こういうような懸念も非常に出てくるんです。

私はむしろ値下げすべきではないかという議論をしたところが、かえって値

上げが出てきたというんじゃこれはもう話にもならないことでありますけれ

ども、その辺について値上げも含めて検討しているということなんですか。

。議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 昨年の医療費は御承知のように前年度に比べ初

めて下回ったというような異例の年であったわけでございますけれども、そ

れに対して 9.9ポイント現在のところでは医療費が上回っているということ
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で、決して値上げを考えて言ったことではございませんで、とにかく値下げ

ということはこういう状況のもとでは考えられないということでございます。

@議長(林 豊君) 11番議員。

。11番(神田守隆君) 一つだけ確認しておきましょうか。昨年度は大変

おかしな形なんです。医療費は実際少なくなったわけですから、医療費が少

なくなったからじゃみんなが負担する保険税少なくなってもいいんじゃない

か。ところが、そのことにはならないで税率据え置きということですから、

そして基金に積み立てをいたしましたよと、こういう形になっているわけで

すから、実際にはこういう医療費の動向というのは住民に還元されないとい

う結果になっているわけです。

そこで、その一方で一般会計からの繰り入れも実施したわけです。これは

前々年度の不納欠損の金額なりをやったわけです。一般会計への繰り入れを

して、黒字になって、そして積み立てをしたと、こういう流れになるわけで

す。これまでの議論の中で、そういうふうに決算がよくなったんならば一般

会計の繰り入れについても、また見直しをする必要があるんではないかとい

うような議論もなかったわけじゃないんです。私はこれはもうそういう議論

になったらとても圏るわけで、この一般会計からの繰り入れについては従来

の路線を踏まえる、こういう考え方で来年を考えるのか、さらに一般会計か

らの繰り入れについてはもっとふやすということを含めて考えるのか、ある

いは基金との兼ね合いとの問題もあります。こういうことを含めて、この一

般会計からの繰り入れについてはどのように考えておるのか、確認をしてお

きたいと思うんですが0

0議長(林 豊君) 民生部長。

。民生部長(小幡清之君) 御案内のように、一般会計の繰り入れにつきま

しては一つのルールをつくって繰り入れを始めたわけでございます。したが

いまして、そのルールはやはり守っていくということが大前提になろうかと

思いますけれども、ただまた仮に剰余金が出まして基金に繰り入れすること

が可能であるというような場合に、基金のどれぐらい持ったらいし、かという

ことが、国の指導でおおむね療養費のち%以上ということが一つの目安とし
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てあるわけでございますけれども、それをまた大幅に上回るような事態にな

ってなおかつ余剰金が出た場合に、一般会計の繰り入れをするかどうかとい

うことはその時点になってまた検討すべきことだと、このように考えており

ます。

。議長(林 豊君) 11番。

。 11番(神田守隆君) まず高い国保税を何とかしてくれというのが市民

のこれ強い要望ですから、そういう議論は議論でわかります、しかし、今現

在高いと、国保税は、だからさっき言ったように滞納問題なんかたくさん出

てくるわけですから、まずこの高い国保税をどうしょうかという点で金の使

い方についてもまずそれを第一義的な問題としてお考えいただきたいという

ことを指摘して、これで質問を終わります。

。議長(林 豊君) 以上で11番議員君の質問を終わります。

暫時休憩をいたします。

午後2時45分休憩

午後3時08分再開

。議長(林 豊君) 休憩前に引き続き会議を開きます。

この際、申し上げます。

先ほどの田沢議員の質問に対する答弁中一部誤りがあり、訂正したいとの

申し出がありました。

発言を許します。

経済部長。

。経済部長(安西良一君) 大変申しわけございませんですが、訂正させて

いただきたいと存じます。

坪単価で申し上げますと、一番あそこの近い場所で申し上げますと江川と

いうところの売買実例があるわけでございますが……

( r公示価格」と呼ぶ者あり)

。経済部長(安西良一君) 公示価格で申し上げますと坪20万でございます。

以上でございます。

。議長(林 豊君) 以上で発言を終わります。
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次、 28番議員飯田義男君。御登壇願います。

(28番議員飯田義男君登壇)

。28番(飯田義男君) 大分長くなりまして皆さん大変だと思いますが、
いましばらく御清聴願いたいと思います。私は、かねて通告いたしました問

題について質問を申し上げます。

まず、大きな第 1点でありますけれども、平成2年度の予算編成に対する

方針とコンセプト、いわゆる概念についてお伺いいたします。あえてコンセ

プトという表現をいたしましたのは、既成概念を打ち破る新しい考え方とい

う意味であえてコンセプトという表現をいたしました。次年度の予算編成は、

半津市長にとりましては4期目の4年間の最後の機会であり、 16年間の総括

的な予算でもございます。また、これに加えまして最近のリゾート開発の海

洋性リゾートタウンの整備計画のプロジェクトも実施の段階に入っておりま

すし、東京湾の横断道の着工とこれに関連する東関東自動車道及び 127号バ

イパスの推進や、あるいは南部地区の広域水道事業の遂行等々、 21世紀に向

けて画期的な都市づくりのスタートの年度とも言える極めて意義の深い年度

に当たるからであります。館山市の過去の2年間の決算状況を見ますと、一

般会計歳入歳出の残高は昭和62年度で4億 7.900万円、 63年度が7億 6.200

万円で一応黒字基調の決算が続いております。平成元年度の決算残高は、こ

の調子でいきますと10億になんなんとするものが予想されるのでありますけ

れども、この点につきましてどのようにお考えかお伺いをいたします。

市長さんは、このように健全財政を堅持していることはそれなりに評価で

きることと思いますけれども、その反面議会の中にも一般市民の中にも、館

山市の予算は同じ規模の日本全国の他の市に比較しまして非常にその予算規

模が小さくて、しかも消極的な予算であるというようないろいろな批判もご

ざいます。去る 9月の決算審査委員会においてのこの種の質問に対する説明

によりますと、将来の大きな事業を予想して財源の蓄積をしておきたい、こ

ういう趣旨の答弁がありました。果たして今後どのような計画や事業を想定

されておられるのか、これを含めまして次年度の予算編成に対する方針とそ

の概念についてお伺いをいたします。
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以下、次の5点につきまして順次質問を申し上げます。まず、第1点のリ

ゾート開発に伴う地域産業の振興対策についてでございます。現在計画され

ております整備計画の主なプロジェクトは、平成元年より早いもので7年乃

至11年の後にはこれらのプロジェクトが完成する予定になっております。リ

ゾート開発に対しては、農業、漁業あるいは商業、企業を営むあらゆる市民

は大きな関心と期待を持って見詰めております。しかし、それと同時にさま

ざまな疑問や不安も持っておるのは事実であります。リゾート開発は自然、を

破壊し、あるいは大企業のもうけばっかしで地元民には何の恩恵もないんじ

ゃないか、そういう心配をしている人も結構あります。また、人と物の交流

が変化してまいります。したがって、これにどう対応していくか非常に大き

な心配をしております。

私は、去るち月南欧リゾート調査に行ってまいりました。スペイン、フラ

ンスのリゾート地を視察してまいりました。言葉が通じないためになかなか

意のままにはなりませんでしたけれども、この問題について重点的な調査を

いたしたのでございます。南欧リゾートの開発は、館山の開発と違いまして

国家的なスケールで開発されたものゃあるいはやっぱり民閣の大きなプロジ

ェクトのものやらその規模が極めて大きくて、環境や条件も館山の場合と若

干異なっております。したがって、全部参考になったということではござい

ませんけれども、どこへ行って聞いても原住民とのリゾート開発に対するト

ラブルや不満は余り聞かれませんでした。要するに、今まで全く未開発の地

が整然、と開発をされて立派なリゾート地として栄えることによって地域の経

済活動が活発になって、さまざまな職業が生まれ育つことによって思い思い

の仕事を求めて、それぞれが職業や生活の転換をすることによって今までよ

りはいい生活が営まれておると、このように私は見受けました。

ただ、先ほど申し上げましたように館山の場合は異なった要素が多く、今

後どのように対応して共存共栄の道を模索していくべきかなかなか難しい問

題ではありますけれども、市の今後の指導は非常に重要になってくると思い

ます。先般、新潟県の湯沢町の乱開発の状況を調査してまいりました。館山

ではあのような失敗のないように今後十分注意をしていただきたいのであり
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ます。これらの問題に対して今後どう対処していくつもりなのか、これもあ

わせてお伺いいたします。

次に、土木行政に関する質問でありますけれども、過去3年間にわたる土

木予算を見ますと年々相当額の増加が見込まれておりまして、館山の土木行

政が前向きで取り組んでおるということは評価いたしますし、心から感謝申

し上げておりますけれども、ただ最近の状況では東関東自動車道とか 127号

バイパスの開通の見通しが、ょうやく平成8年度までに完成をするという見

通しがだんだんとついてまいりました。先ほど来これは当分できないだろう

という話もございましたけれども、とにかく今の国道事務所長の言によりま

すと、何が何でも8年までには開通させたい、こういう決意を持っておりま

すので、私はそれを信じたいと思います。

そうなりますと、これに連結する館山白浜線の整備を急がないと、あの南

町の交差点は現在千葉県下全域の中で第12番目の渋滞地区に指定されており

ます。大体20カ所の最もひどい渋滞地区がございますけれども、南町は県下

12番目の渋滞地区に指定されておるわけでございます。こういったところの

混乱が起きると同時に、周辺の市道の渋滞はまさに混乱状態になることが予

想されます。そのことを思うと、今こそ道路行政に対する抜本的な見直しを

検討して市内へ流入する車両の円滑な走行と交通安全対策を計画的に逐次実

施していくことは緊急焦眉の問題と思いますが、市長の所信をお伺いいたし

ます。

なお、市道以外の生活道の舗装も積極的な計画で地元民の要望にこたえて

いただきたいと思います。現在、この生活道や農道の改良は原材料を交付す

ることによって地元住民の作業奉仕で行われております。最近特に南の方の

平砂浦、西岬方面には都人士のいわゆる定年退職をなさった方、そういった

人たちが非常に多く転居されてまいりました。農道といわゆる生活道との区

別がだんだんなくなってまいりました。そういった関係で、その隠居した東

京から入ってきた人たちとの協力を得て作業をするということが極めて困難

な状態になりました。ょうやくその人たちも協力をしてもなかなかけが人が

出たり、あるいは出ても何の作業もできないという状態で、地元では苦慮を
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いたしております。現在、佐原市では、こういった問題については全部市が

単独事業とかあるいは業者による工事で実施しております。したがって、こ

の問題は一挙に全部改善というわけにはいかないでしょうけれども、ケース

・バイ・ケースでぜひひとつ市が中心になってこういう道路も舗装改善をさ

れますようにお願いを申し上げたいと思います。

次に、第3点の長寿健康都市宣言についてお伺いいたします。この問題は

去る 9月定例会で決議されたものでありますけれども、館山市の老人人口は

全人口の18%になろうとしております。そして、なおいよいよふえておるの

が現状であります。最近、海部総理も人生 100歳計画を打ち出すなど時宜を

得たものと思いますけれども、宣言のみで終わらせることなくいろんな人た

ちの意見を集めて時宜適切な計画を立てて着々成果を上げるようお願いした

いものであります。そして、単なる老人ばかりを対象とすることなく、青年

から壮年を含めた幅広い運動として定着するよう期待いたしたいのでござい

ます。次年度の活動予算どのようにお考えになっていらっしゃいますか、お

尋ねをいたします。

次に、第4点の青少年海外派遣事業、そして地域リーダー育成に関する質

問でございますけれども、この問題も 9月議会で決議されました。私は極め

て大きな関心と期待を持っております。今地方都市に求められているものは、

自ら考え自らの力で自らっくり上げる活力ある近代都市というテーマが叫ば

れております。その推進力となっていただきたいのが地域リーダーであり、

将来これを受け継いでいくのが青少年であろうかと思います。感受性が豊か

で多感的な青少年を海外に派遣して、広く世界の知識と情報を見聞させるこ

とは極めて価値のあることだと私は思います。今後どのような予算によって

どの範囲でこの計画を進めていくつもりなのか、これもお尋ねをいたしたい

と思います。

次に、第ち点の公共下水道と農村集落浄化対策事業についてお伺いいたし

ます。下水道の問題については、先般辻田議員の質問でおおむねはわかりま

したけれども、なお補足質問で足りないところは補いたいと思いますが、館

山市にとってこの公共下水道の事業というのは長年の懸案でございました。
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ようやく本年度からその端緒を見出したわけでございますけれども、私も昭

和58年に再び議会に戻ってきたときに第1番にこの問題について要望をいた

しました。しかし、当時は経済的な理由でできないという御返事でございま

した。しかし、今なお早期実現の要望は市民の中にあふれております。ただ、

問題は供用開始までの道のりは極めて遠く、 15年とも20年とも言われており

ます。果たしてこのような年月が必要なのか、そして最も短期間でできる方

法はないのか、こういったことを市民に向かつて説明をしていただきたい、

そう思うのでございます。

次に、農村集落浄化対策事業についてでございますが、これは要望として

お願いをいたします。先般問題になりました平砂浦海岸の海水汚染は年々ひ

どくなっているようですが、将来館山のリゾート地として観光のメッカとな

るべき海岸の汚染をこの排水事業によってやる御意思があるかどうか、これ

をお伺いいたします。

次に、館山市の教育行政についてお伺いいたします。最近、文部省が打ち

出している学校教育の基本的な概念と申しますか、方向といいますか、実に

変わってまいりました。 r知、体、徳育Jの順序が「徳育、知育、体育Jの

順序に変わってまいりました。戦後における日本の教育は6・3・3・4制

のアメリカのシステムを取り入れてきましたが、進学を重点とする知育優先

によっていろんな弊害が出てまいりました。もちろん総括的に見れば立派な

工業化社会をつくったので、これはまたそれなりの効果があったと思います

けれども、反面物や金を重視する傾向、他人への思いやる心が失われていく

風潮、人命が疎んじられてくるような状況、社会に奉仕する心が薄らぎ、い

い意味でのナショナリズムは失われようとしております。これは残念なこと

でございます。このような風潮が出てきたことは我々にも責任がありますけ

れども、今こそ戦後の教育を検証する必要があるのではないでしょうか。

今我が国は、世界のリードオフマンの役割を担うまでに成長、発展を遂げ、

復興の苦難を乗り越え建設の時代から成熟の時代を迎え、 21世紀に果たすべ

き日本人の役割は極めて大きなものがございます。その時代を担う子供たち

をどのように指導していくか、我々の責任は大きいものがございます。これ
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からの日本人に求められているものは、豊かさを求める教育から心の豊かさ

を教える教育へと転換していくべきだと思います。また同時に、これからの

教育は均質的な教育から個性を伸ばし、独創性をはぐくむ教育が求められて

おるのでございます。それぞれの学校がそれぞれの特徴のあるポリシーを持

った教育手法があってもいいと思います。

本年度のノーベル受賞者のち人の先生の発言を要約しますと、規律正しい

ルールを後生大事に守るだけでは新しいものは生まれな ~\o あるときそれが

破られるところにこそ創造があるんだ。教育とは我々の貴重な過去の遺産や

伝統を次の世代に伝える過程であるが、教師たるものは若者にそれを改革す

る勇気を与えなければならない、こう言っております。私は大正、昭和に生

きた人間でございますけれども、大きな示唆を受けました。

そこで、ここで心機一転した気持ちで今後の館山市の教育行政について検

証をする意味で教育長さんの御意見を賜りたいと思います。教育長さんは、

館山市の学校教育をどのように指導、監督してどのように今後進めていくか

お伺いをいたします。昨年私は北九州市に見る 1校1特色運動によって活力

ある教育をっくり上げた記事を読みました。その発想と意欲に共感を覚えた

次第でご、ざいます。大都会と違って地方の都市や農村、漁村地域の教育は一

味違った、地域に根ざした体験教育、歴史や伝統を生かしたボランティアを

体験させることとか、こういったいろんな特色のある教育をすることも私は

意味があると思います。どうか教師、 PTA一体となってこの問題について

検討をして、前向きで実施をしていただきたい。

最後に、青少年の育成指導について伺います。この問題は前段と重なりま

すので要約して申し上げますけれども、 21世紀を担う青少年はいずれも国際

的視野に立って物事を考え、広い識見と洞察力がなくてはなりません。高度

な情報化とすぐれたノーハウを駆使する時代に生きていかなければならない

のでございます。長い歴史と独自の文化を持つ日本人としてのアイデンティ

ティー、すなわち自分が自分であるという誇りと自覚を持たせることも大切

なことであります。地域社会を愛し、祖国と民族のために奉仕する心を持つ

人間にしていくことは、ーにかかつて学校教育に携わる先生、そして我々先

- 80 ー



輩の責任であると思います。そこで、館山市における青少年の指導、育成は

どのようにしているか、そして青少年相談員はどう働いていらっしゃるか御

説明いただければ幸いです。

あとは補足質問で質問させていただきます。以上で質問を終わります。

@議長(林 豊君) 半津市長。

(市長半揮良一君登壇)

。市長(半淳良一君) 飯田議員の御質問にお答えいたします。

大きな第 1点は、平成2年度の予算編成に対する方針とコンセプトについ

てという御質問でございますが、その中でまず決算見込みについての御質問

でございますが、決算剰余金の額につきましては各自治体の財政規模や現在

の当該団体の置かれている状況等により一概には言えませんが、通常経験的

にはおおむね標準財政規模の 3%からち%程度が望ましいとされており、こ

れを館山市に当てはめますと 2億 2.000万円から 3億 6.000万円になるとこ

ろでございます。平成元年度の決算見込みにつきましては、市税や地方交付

税、さらに老人保健会計繰出金の動向等極めて流動的でございますが、おお

よそ 3億 5.000万円程度は見込めるものと考えております。

次に、平成2年度の予算編成方針についての御質問でございますが、近年

の本市を取り巻く状況は飯田議員御指摘のとおりまさに21世紀に向けて大き

く飛躍する転換期を迎えております。こうした中で、総合計画で定めた将来

都市像、活力ある文化福祉都市の実現に向けて総合的かつ計画的な行政運営

に努めてまいりました。とりわけ地域の振興につきましては最も重要な課題

であると認識し、海洋性リゾートタウンの形成を中心とした地域経済の振興

対策に取り組むとともに、道路交通網の整備や広域水道の整備促進に努める

ほか、館山駅周辺都市改造事業、公共下水道整備事業などの公共用水域の浄

化対策等、都市基盤の整備を推進してまいりました。今後ともこれらの事業

を積極的に推進し、活力ある地域社会の形成に向けて努力してまいる所存で

ございます。

このため平成2年度の予算編成に当たりましては、市税収入等歳入の的確

な確保に努めるとともに事業の実施に当たりましては長期的な展望に立ち、
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優先順位の厳しい選択の中で財源の重点的、効果的な配分を行いながら地域

経済の振興対策、都市基盤整備を重要課題として、健康福祉の向上、教育文

化の振興等、可能な限り積極的な財政投資に心がけて、南房総の中核都市と

して機能するバランスのとれたまちづくりを推進してまいりたいと考えてお

ります。

小さな第 1点、リゾート開発に伴う地域振興対策についてでございますが、

リゾート開発は自然と調和した地域の特性を生かし、市民のために進めなけ

ればならないと考えております。それは地域産業の発展に資する開発である

と同時に、雇用の拡大や地域経済の振興が期待されるものでなければなりま

せん。そのためには、リゾート客の増大による観光関連産業の強化や商工業

の振興、また農水産物の活用による特産品の開発、加工、販売などの総合的

な農林漁業の育成を図る必要があります。そして、これらを積極的に推進す

るために各種施策を展開するとともに、各産業者との懇談会、研究会及びア

ンケート調査を実施し、市民参加によるリゾート開発を推進してまいりたい

と考えております。

次に小さな第2点、土木行政についてでありますが、東京湾横断道路及び

東関東自動車道館山線の開通に伴う道路網の整備につきましては、国道 127

号館山バイパス及び都市計画道路八幡高井線につきまして平成2年中に供用

開始を目指しているところでございます。さらに、 127号バイパスの南への

延伸につきましては、主要地方道館山白浜線のバイパスとして位置づけられ

県事業として実施されることになりましたので、東関東自動車道館山線の整

備に合わせて供用開始できるように要望しているところでございます。

また、県道関係といたしましては、一般国道 128号の南町交差点及び館山

大貫千倉線の整備が進められており、館山白浜線、白浜南三原線につきまし

でも国道として整備が図られるよう昇格を働きかけているところでございま

す。

また、市道関係整備では、都市計画道路につきましては川名大賀線の一部

の本年度予備設計実施を初め船形館山港線、渚線、八幡北条線を、一般市道

につきましては高井地内1125号線、上の原地内1199号線、北条地内1031号線、
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小沼地内4040号線等計画的に実施し、対応してまいりたいと考えております。

一方、未舗装の市道につきましては、整備計画に従って今後とも事業を実施

してまいりたいと考えております。

里道等の生活関連道路につきましても、現在は原材料を地元に支給して整

備を進めており、当分の聞はこの方針を継続したいと考えておりますが、将

来にわたっては他市の状況を調査、検討して対処してまいる所存でございま

す。

次に小さな第3点、長寿健康都市宣言についての御質問でございますが、

先ほどの田沢議員の御質問にお答え申し上げましたとおり、長寿社会に入り

健康づくりに対する施策は今後ますます重要になってまいります。本市にお

いても、死亡原因の上位を占めるがんや脳卒中、心臓病といったいわゆる成

人病は、若いときからの悪い生活慣習に起因することが非常に大きいと言わ

れておりますので、栄養士、保健婦等による食生活改善のための健康教育や

健康相談をより充実させるとともに、検診や適度の運動の必要性を広く PR

し、各種検診の受診率向上を図ってまいります。また、健康増進事業を積極

的に推進し、活力ある長寿健康都市の実現に努めてまいります。

次に第4点、青少年海外派遣事業と地域リーダー育成事業についての御質

問でございますが、いずれも館山市ふるさと創生人材育成事業の一環として

実施するものでございます。これらの事業予算につきましては、館山市ふる

さと創生人材育成基金の果実を財源として充ててまいります。青少年海外派

遣事業につきましては、市内の15歳以上35歳以下の青少年を対象に毎年ち名

以内で1人当たり渡航費用のおおむね6割程度を補助する予定でございます。

帰国後は報告書の提出とともに研修会等に出席する等、地域の活性化に貢献

していただこうとするものでございます。

地域リーダーの育成事業につきましては、地域の活性化はその中心となる

人材を育成することが最も必要かっ重要でございます。そのため身近なテー

マを設定し、市民と行政がともに考え、ともに調査、研究、実践を重ねる中

で、参加者が自然、に館山市を知り、学び、地域リーダーとして育っていくこ

とを目的とするものでございます。そのための調査、研修、研究等の活動費
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用を予算措置し、グループの主体的な活動を促進してまいりたいと考えてお

ります。

次に小さな第5点、公共下水道と農村集落対策事業についてでございます

が、公共下水道は生活環境の向上、公共用水域の汚濁防止対策として欠くこ

とのできない重要な事業であると認識いたしております。本年度策定の基本

計画をもとに来年度以降住民の合意形成を図りながら都市計画決定等の法手

続及び事業計画の策定を行い、順調に進めば平成4年度には事業着手できる

ものと考えております。なお、公共下水道事業は面的整備が主であるためと、

多額の費用を要することから長期にわたる事業でございまして、最近の着手

市町村の計画も同様でございます。小規模下水道等も研究が進められている

ようでございますが、終末処理施設が数カ所になることや維持管理の点に問

題が残されていると、県や下水道事業団から伺っております。極力早期整備

を図ってまいる所存でございます。

また、農村集落排水事業につきましては、下水道整備構想エリアマップを

もとに適用地区の範囲、整備計画等について十分な検討を行った上で住民の

合意形成を図りながら進めてまいりたいと考えております。

次に、館山市の教育行政につきましては教育長から答弁をいたしますが、

その小さな第2点のうち青少年相談員の活動について答弁を申し上げます。

青少年相談員の活動についてでございますが、青少年相談員連絡協議会主催

の親子の触れ合いを深めるための親子写生大会、お互いの仲間づくりや体力

の向上を目指して行う球技大会、そして自然に親しみながらスポーツを楽し

むオリエンテーリング大会と地区会議主催のたこ揚げ大会、釣り大会及びキ

ャンプ等を実施するとともに、各地区コミュニティ等の行事にも積極的に参

加、協力しております。また、夏季週末夜間パトロールや祭礼パトロールを

館山警察署、防犯協力会、学警連等と合同で行い、青少年の非行防止にも努

めております。

以上、答弁を終わります。

。議長(林 豊君) 教育長。

(教育長福原修君登壇)
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。教育長(福原 修君) 館山市の学校教育についてどのような考え方で指

導をしているかと、そういうような御質問でございますが、たまたま新しい

指導要領が出されまして、その指導要領はこれまで行いました学校教育を反

省いたしまして新しい指導を加えておる、そのようなものでございますので、

現在行っております教育は新しい指導要領に基づいての指導でございますの

で、それをもとにいたしまして答弁させていただきます。

館山市の学校教育の平成元年度の基本方針といたしましては、新学習指導

要領の趣旨及び県教育委員会の学校教育の重点施策を受け、次のように定め

ております。 r豊かな人間性と生涯学習の基礎づくりを目指す館山市の学校

教育は、郷土を愛し、郷土の発展を願う健康で知性と徳性を兼ね備えた人間

味あふれる人づくりの場としての役割を果たさなければならな ~'o そのため

には、学校は地域社会との連携のもとに教師の創意ある指導により、教育活

動全体を通して一人一人の児童生徒の個性を重視し、自ら学び、正しく判断

できる実践的な社会性を培うように努めるJとしております。

この具体的方策として創意ある教育課程の実施による特色ある学校づくり、

生命の尊重を基盤にした交通安全教育を中心とする道徳、情操教育の充実、

体育、スポーツ活動の充実による健康、体力の増進、向上、国際化に対応し

た国際理解教育の促進、幼児教育の重要性を踏まえた幼稚園教育の充実、情

報化時代の要請による教育機器の導入、基礎、基本の徹底を図る学習指導方

法の改善等を推進しております。このような施策を定めて県教育庁安房地方

出張所の御助言をいただき校長会、教頭会を聞き詳細に説明し、指導してお

ります。また、教育委員の学校訪問を行い先生方との交流を図り、この施策

の推進に努めております。

このような中で、市内全校それぞれに学校長の指導のもとに特色ある学校

づくりを行っておりますが、若干の例を挙げるとすれば、漁業のまちの伝統

を子供たちに伝えるべく漁業資料の保存、展示とそれを教材として地域学習

をしている船形小学校、同じく漁業のまちとして漁船への乗船体験や伝統芸

能である安房節の伝承を行っている富崎小学校、学校田を持ち全校での米づ

くりを行い、勤労体験と収穫祭を通じて親と子と教師で喜びを昧わう豊房小、
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地域の人たちと一体となり全校駅伝大会を行う西岬小学校、二十数年来先進

的な自由教育を求めて全国公開を続けて教育のあり方を問い続ける北条小学

校、地区にある養護学校との交流活動を通して人との触れ合いや心のあり方

を学ぶ房南中学校など、それぞれに地域の実態に即した特色ある学校経営の

創造に努めております。

なお、小さな 2の御質問に関連して青年層における社会教育活動の場とし

て地域に根ざした活動を促進するため、青年団の自主的な活動の助成や勤労

青少年ホームにおける勤労者の学習の場の提供、スポーツ大会への参加など、

社会教育活動を通して自己の形成と連帯意識の高揚が図られるようその育成

を行っているところであります。

以上でございます。

@議長(林 豊君) 28番議員。

。28番(飯田義男君) 時間に追われてちょっと表現できなかった点がご

ざいますが、お聞き取りづらかったところもあったと思います。おわび申し

上げます。

まず最初に、平成2年度の予算の現在検討をして各課から要望が上がって

きている段階だと思いますけれども、大体予算規模は昨年とどの程度の変化

が起こるか、昨年度までは運動公園の予算とかそのほかいろいろございまし

たけれどもあれもなくなりましたし、うっかりすると去年の予算より減るん

じゃないかということも考えられますけれども、概観的な見通しとしてどの

程度にお考えになっていらっしゃるかお伺いいたします。

。議長(林 豊君) 総務部長。

。総務部長(渡辺秀夫君) 平成2年度については、先ほど市長からも方針

ございましたけれども、今事務局でまとめている段階でございますので、は

っきりした数字はちょっと言いかねるところでございますが、元年度の運動

公園が約ち億円ございました。それが今度は恐らく 1億円程度になりますか

ら4億円ぐらい減るだろう。それから50周年記念の問題、それからふるさと

創生と、そういうものがございまして約2億円程度、だから 103億円ぐらい

があれなんですが、実際問題として市会議員の方々の御要望等も十分反映さ
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せて前年度並み以上に持っていきたいとは思っておりますが、やはり何分に

も税制改革等ございまして、減税等もございますものですから、その辺を十

分煮詰めた上でやっていきたいと思っております。

以上でございます。

@議長(林 豊君) 28番。

。28番(飯田義男君) 先ほど市長さんから予算に対する取り組み方針、

その他についてお伺いいたしました。よく気持ちはわかるんでございますけ

れども、我々から判断しますとまだまだ足りない点がたくさんございます。

まず、地域産業の振興対策に移りたいと思いますけれども、例えば農業の

今後のいわゆるあり方についてどのように考えておられるか質問をいたしま

したところ、この前の決算委員会で市長さんは、やはり館山の農業は米、麦

が重点ではもうなくなってきたから花あたりを指向していったらどうだとい

うような御意見がございました。もちろん花も結構でございますし、それ以

外の房州地方館山における農業のこれからのあり方について十分ひとつこれ

から研究をしていただきたい。それは農業団体との密接なる連絡、協調をし

てやっていただきたいと思います。かつての 1億創生資金の使い方について

私のアイデアはいわゆるバイオテクノロジーに対する研究所を設けたらどう

かというアイデアを出しましたけれども、あれはやはり県の事業としてやる

ことでありましょうけれども、これとの密接な連絡を取って新しい農業へこ

れから展示圃をつくったり、いろいろなひとつ創意工夫をしてやっていただ

きたいと思うんですが、そういったことに対する将来の見通しはございまし

ょうか、お伺いいたします。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 今年度から各種産業の団体といいましょうか、

農業関係の関係者あるいは普及事務所、試験場、農協さん、こういった方々、

その道のエキスパートを選びまして農業振興調査委員会的なものをつくって

おるわけでございます。それによりまして、 2カ年程度で館山市の地域でど

んなものが適するのか、どういうものを普及させたらいいのか、こういうこ

とで現在問題を絞っていただいております。その提案がまとまりましたらば、
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その辺で地域に、また産業団体等を利用いたしまして普及していきたいなと

いうように考えております。

以上です。

。議長(林 豊君) 28番。

。28番(飯田義男君) この問題はなかなか一朝一夕には解決する問題じ

ゃないんですが、要はやはり生産者との密接な連絡、協調と生産者はこれを

やりたい、あれをやりたいということに対する市の対応の仕方というのは非

常に大事だと思います。こういったことから絶えず生産者団体との密接な連

絡、そして生産者団体がいろいろ創意研究をする機会を与えてやる、こうい

うふうな方向でやっていただきたいと思います。

次に、やっぱり漁業の問題も同じでございますけれども、最近は育成漁業

の方向にだんだん変わってきております。先般、私たちは山口県の光市へ参

ったわけでございますけれども、光市ではなかなかこの問題についても新し

い何か「フィッシングパーク光Jというようないわゆる観光と漁業とを結び

つけたような形の開発もされております。それから、小浜市という舞鶴の隣

にある市では、いわゆる漁業関係の一切の加工から販売から何からすべてや

っておる漁業団地というのを形成しております。相当広い何万坪というー

何万坪まであるかどうかわかりませんが、大きなスケールでやっております

けれども、今度庄司組合長さんに聞きましたところが、スタートとして小さ

なものだけれども、とにかくそういうものを漁業会の近くへつくるというこ

とでございますから、何かそれを核として将来漁業者に対するいわゆるリゾ

ート開発とも密接な関係を持つ販売、その他いろいろな問題があろうかと思

いますけれども、そういう点についても将来研究していただきたいと思うん

ですが、そういうことに対する市の対応というか、考え方はどうでございま

しょうか。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) 漁業関係につきましては従来からやっておりま

すが、いわゆるっくり育てる漁業というのが最近大変県の方でも奨励してお

りまして、また市としても今までの例えばヒラメ関係の養殖につきましでも
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大変いい効果が上がっておるということを伺っておるわけでございます。こ

ういったことから、そういうっくり育てる漁業をますます広げまして地域の

発展につなげていきたいということと、今御指摘のありましたとった魚ある

いは育てた魚介類、こういったものをグルメ志向といいましょうか、新しい

ものを、新鮮なものをより高く皆さん方に提供いたしまして、そして再び観

光客が館山市に訪れていただくような方向で考えていくということで、今考

えておるわけでございます。そういうことで、次年度以降のまた予算等にも

それが反映してまいるかと思います。

以上です。

0議長(林 豊君) 28番。

。28番(飯田義男君) いずれの問題も一朝一夕で解決できる問題ではご
ざいません。先ほど商庖街の活性化の問題も出ておりますが、実は光市へ行

きましたら担当課長が非常に明快な、しかも極めて積極的な態度を我々に表

明してくれました。あそこもやはり、大型店舗が出て既存の商店が非常に疲

弊をするんじゃないかということで心配があるということで、市の担当課長、

市長を中心として地元へ行きまして 1品運動というものを提唱して、その 1

品運動によってこの古い商癌街を活性しようじゃないかと、それぞれの商庖

が1品でもいいから特別なものをっくり出そうじゃないかと、こういうこと

で非常に情熱のこもった説明を受けたわけです。そして、市職員が一生懸命

に市長の命を受けてやっているんだなということを切実に感じたわけでござ

います。館山市も 510人の優秀な職員がおるわけでございますから、この職

員のノーハウあるいはいろんな提案をひとつまとめまして、農、漁業、商庄

会の活性化、こういった問題についてひとつ積極的なこれから対応をしてい

ただきたいと切にお願い申し上げます。まだ先がありますので、次へまいり

たいと思います。

土木関係の問題へちょっと返りますけれども、現在館山白浜線からずっと

あそこ国道昇格の陳情を行って来年の国幹審か何かでだんだん決まっていく

んじゃないかと思いますけれども、あそこを改良をしてずっと真倉へ出て、

それから洲宮の寝釈迦様のところから今度は下へ真っすぐに平砂浦のいわゆ
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る南パラの西側へ出る道路、あるいは現在の小沼から平砂浦へ出る道路が計

画されておるということでございますが、これは県に依頼してやっていただ

く考えでおられますのかどうか、お伺いいたします。

O議長(林 豊君) 経済部長。

@経済部長〈安西良一君) 現在、館山白浜道路ということになっておるわ

けでございます。したがいまして、県のサイドでやっていただくように考え

ております。将来また国にこの道路が移管されるというようなことになりま

すと、これはまたそちらの方に、国の方に引き継いで整備をしていただくと

いうようなことで進めております。

以上です。

0議長(林 豊君) 28番。

。28番(飯田義男君) 急ぎます。
公共下水道の問題はおおむね答弁でわかりましたので省略をいたしますが、

農村集落の浄化対策事業については先ほどはしよりましたけれども、平砂浦

海岸の汚水が非常に先般の議会で問題になりました。これらの問題はやはり

地元の農民、あるいは一般の人たちを含めて、あるいは家畜業者のいわゆる

汚水を流す、これが一つの大きな原因であります。先般、私は一宮町のこの

種の排水事業と佐原市の家畜のふん尿を処理するのを含めた、農村集落排水

事業を調査してまいりました。向こうは非常に先進的にやっておりますけれ

ども、これは農水省がやる極めて有利な補助条件である事業であります。農

家1戸当たり40万ぐらいしか出さなくても何とかできていくような感じを受

けました。それで、その40万も15年の年賦償還で利息なしでとか、あるいは

ち%ぐらいの利息だとか、非常に細かくは言いませんけれども有利な条件で

あります。どうかひとつこれもぜひやっていただきたいと思います。 それ

から、次に教育行政に入りたいと思いますけれども、先ほど教育長さんの説

明で大体指導要綱、あるいは館山の指導要領については大もとはわかりまし

たけれども、 1校1特色運動をやっておる北九州市の問題とあわせて、館山

でも各小学校でそれなりの特色ある教育をやっておるようでありますけれど

も、ここで関連をしましてひとつお伺いをいたしたいと思うんですけれども、

- 90 -



来年から日の丸と国歌を歌わせろという文部省の指示があったわけでござい

ますけれども、これは私はシベリアに 5年間おりまして社会教育を受けまし

たときには、なるほどいわゆる日章旗に駆り出されて大きな犠牲を払ったと

いうようなやや批判的な考え方も持っておりました。しかしながら、その後

だんだん日本へ帰ってきまして日本の現状を見て、そして45年たった現在、

日章旗はもう既に日本の国旗としての大体概念を持つような人たちが多くな

ってまいりました。

国旗のことで調べましたところが、世界各国、いわゆる先進国ではほとん

ど憲法によって国旗、国歌が決まっておるわけでございます。日本は憲法で

決まっておらないわけです。戦後直ちに国旗を変えたんなら、あるいはその

ときに変えられたかもわからんけれども、今、日章旗というのは日本の国旗

として大体もう国民が認めておるわけです。ただ、問題は学校へこれを上か

らの、文部省からの指示だからこれから実施いたしますということでは、ち

ょっと足りないんじゃないかと思います。現在、館山市の小中学校で卒業式、

その他で国旗、国歌をやらないところはございましょうか。

。議長(林 豊君) 教育長。

@教育長(福原 修君) 先ほど申し上げました指導要領も改定されまして、

本年度から移行措置といいまして正式には平成4年から小学校が新しい教育

課程に入るわけでございますが、今移行措置と称しましてやれるものはやり

なさいと、そういうことなんです。ですから、もう日の丸にしてもやるなら

やりなさいと、こういうような指導になっておるわけでございます。今度は

一番新聞紙上をにぎわしましたけれども、これ大分義務づけられたー 「す

るものとするJというように。これ官庁の解釈でこれは義務づけられました

よと、こういうようなことになったので非常に新聞紙上をにぎわしたわけで

ございますが、しかし教育というものはおっしゃるように上から押しつけて、

やれと言ったからやらなきゃならぬというものではなくて、やっぱり今の子

供にはそれなりの理由を説明し、それなりのことを話もしまして、そして掲

揚し、斉唱するというように指導していきたいなと、このように考えており

ます。
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現在の館山市におきまして、卒業式はどこの学校も全部日の丸を掲揚いた

しております。それから、入学式で日の丸が掲揚していないのは北条小学校

のみでございます。あとは全部掲揚しております。また、じゃ北条小学校は

一体どういうわけで掲楊しないのか、この辺まだよく調査いたしておりませ

んので、ぽつぽつ移行措置といいながらやっぱり考えていただかなきゃいか

ぬなと思っておりますので、校長とも話し合っていきたいなと、こう思って

おります。

以上でございます。

。議長(林 豊君) 28番。

。28番(飯田義男君) 確かに、国旗に対してはいわゆるいろいろな批判
もあることは事実でありますけれども、しかしどこの国旗を見ても 200年あ

るいは 300年長い伝統と歴史を持ち、その聞いろいろな軒余曲折な時代を経

て、連綿として同じ国旗が使われております。日本も明治3年の太政官布告

によってこの国旗が一応決められたわけでございますけれども、現在まで戦

争という忌わしいいろんな問題がありましたけれども、これは国旗が悪いわ

けじゃなくて、やはりこれを利用した人たちが悪かったわけでございますか

ら、現在あらゆる国際会議、あるいはスポーツ、その他国の象徴として国旗

がなければいかぬというのはこれはだれでも認めるところでございます。た

だ、学校の中でこれを定着させるためには、それなりのやっぱり指導とどう

いうわけで必要なのか、どういうわけで国旗と国歌を歌わなきゃいかぬのか

ということをしっかりと教えて、子供たちが自発的にそれに賛同できるよう

な状態にしていただきたいと思います。

四、五年前でございますけれども、私はある学校で卒業式に行って「君が

代Jを歌っておりました。そのときに、先生の中で全然口を聞かない先生が

おりました。それはその先生はどう考えて歌わなかったか知りませんけれど

も、その学校内はやはり職場であります。ほかで歌わなくても、国旗、国歌

がおれは大嫌いだといってもそれは自由でありますけれども、職場で子供た

ちに歌わせてそれが歌わなかったということに対して、私は非常に疑念を持

ったわけでございますけれども、やっぱり先生はいわゆる一党一派に偏する
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ことなく、宗教に偏することなく公平に指導をしていただくようにしたいな

とそのときに感じました。そういうことで、国旗に対する理解をこれから十

分にしていただきたいと思います。

次に、実はきょうロータリークラブの例会がありまして、行ったところが

こういう問題を聞きました。昨年の12月に北条小学校で南京虐殺のビデオを

生徒に教室で見せた。そして、それに対する説明がどうあったか知らぬけれ

ども、その子がうちへ帰ってきて、 「おじいちゃん、おじいちゃんはあんな

悪いことをしたんですか、その真相を教えてくださいJと、こういうふうに

言ってその映画を目をそむけて見てきたという女の子があったということを

聞きました。それはもちろん、我々は戦争に参画して戦争が全く罪悪である

ということは十分考えておりますし、子供に教える方法としてただそれを見

せるだけでそれでいいのかどうか、どういう補助的な教育をしたのか、これ

も一つ問題になろうと思いますが、この問題について教育長さんどうお考え

ですか。

@議長(林 豊君) 教育長。

。教育長(福原 修君) まず、最初ちょっと訂正させていただきたいんで

すが、重大な間違いをしまして、北条小学校は国旗と私申し上げたんですが、

国旗は上げておりまして国歌を歌わないんです。失礼いたしました。国旗は

掲揚いたしまして国歌を入学式のときに歌わないと、こういうわけでありま

す。

それから、あとの質問の件でございますけども、教具教材につきましては

校長が最終的な権限持っておりまして、それをどのように利用するかという

ことは学校の方に任せてあるわけでございます。でありますから、私たちの

方にはそういういろんな報告ございませんが、またもしそのような御指摘が

あるならば、いろいろと校長からよく聞きましてどのように運用されたのか、

どのように先生が活用したのかいろいろと調べてみたいな&、このように考

えております。

。議長(林 豊君) 28番。

。28番(飯田義男君) その問題が一概に悪いというふうに私は言ってい
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るわけじゃないんです。ただ、これに関連しまして私ら戦争を体験した人た

ちはみんな思っていると思うんですけれども、終戦後45年たちました。そし

て、東欧諸国を初め世界の情勢は全く大きなうねりを立てて変化しておりま

す。こういう時期でありますんで、かつては学校の中で軍隊に対する、ある

いは戦争に対する悪い面は知らせてもいい面を知らせるなというような全く

軍国主義にならないための教育が中心でありました。それはもう全くそのと

おりで私たちもうなずけるんですけれども、ただ問題はこのままでいいだろ

うか、少なくとも昭和の時代に戦病死した人が 310万人、先般の話でそう聞

きました。ソ連の1918年からのいわゆる粛正されて殺された人が 4.000万人

と、こういう話も開きましたけれども、これとはまた違いますけれども、と

にかく 310万の我々の仲間が戦死をしていきました。もちろん戦争は罪悪で

あります。今後未来永劫戦争をしてはいかぬと思いますけれども、死んでい

った人たちは自分の郷土のために、あるいは祖国のためにと思って私は死ん

でいったと思います。

自の前で死んでいった先輩のことを考えると、八幡神社のところに慰霊塔

がございます。あれに対する生徒たちがどういう関心を持っているか思うと

きに、何か将来に向かつて亡くなった人たちに申しわけないような気がする

んです。だから、社会教育の一環として、この慰霊塔はこうこうこういうこ

とで戦争があり、戦争は悪いんだよと、二度と再び戦争はやっちゃいかぬの

だ。しかしながら、この祭られている人たちは何も知らずに自分のいわゆる

後輩のために、あるいは日本の将来のために死んでいったんだということが、

子供たちに何らかの形で伝えられないと、私たちの責任として実に残念だと

思うんですけれども、こういったものをいい意味でこれが戦争につながらな

いように社会教育の一環として将来関心を持たせて子供たちに教える方法は

ないものでしょうか。

O議長(林 豊君) 教育長。

。教育長(福原 修君) 社会教育の部門ですと子供たちは離れますので、

別な意味で学校教育の関係から申し上げますと、教育基本法に特定の宗教を

支持し、また反対するということはいけないというようなことが明確に記載
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されておりまして、また特定の政党を支持し、また反対することはいけない

と、こういうふうになっておりますんで、学校教育におきましては神道とい

いましょうか、神様というんでしょうか、そういうものを支持し、あるいは

反対することは教えておりません。でありますから、それを教材に使うとい

うことはちょっと現在ではできないんじゃないかと思っております。

以上でございます。

@議長(林 豊君) 28番。

@28番(飯田義男君) 私の言うのは、慰霊塔の前へ行って頭を下げろと

か信仰しろとか、そういうことではないんです。どういうわけでこの慰霊塔

があって、いわゆるここに祭られている人はどうなんだと、それを生徒に正

しく教えることによって、生徒が「何だおじいちゃんやお父さんはこんな悪

いことをしたんだ」と言ってそこでつばを吐くんならそれでも結構、私たち

は反省しなきゃいかぬと思います。しかし、ああこの人たちがこういう犠牲

を払ったから今の日本の豊かさがあるんだなと思ってくれるんなら、私たち

は救われるわけです。そして、亡くなった人たちが次の時代へもいつまでも

引き継がれていっていいと思うんですが、アメリカでもイギリスでもフラン

スでもそういう戦死者の墓はもう毎日香華が立って、国民の人たちがみんな

尊敬をしてそこでお参りをしているという状況を見ますと、もうここいらで

半世紀近く過ぎたんですから日本の教育のあり方、軍国主義をつくるんじゃ

なくて軍国主義をなくするためにそれを十分知らしめる必要があると私は思

います。

大分時間がたちましたので、最後に市長さんに二つだけお伺いいたします。

最初の質問は、これは市長さんの判断でお答えにならなくても結構でござい

ます。答えられても結構でございます。市長さんはあと 1年足らずで次の第

ち期に入るわけですが、今の状況からいって第ち期の市長選に出馬する御意

思があるかどうか、それは答えなくても結構でございますけれども、次に最

後にいよいよ4期最後の年度の予算になってまいりまして、市民に向かつて

あと 1年間私はこういう決意でやりますというひとつ決意を披躍していただ

いて、私の質問を終わりたいと思います。
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@議長(林 豊君) 半津市長。

。市長(半淳良一君〉 第1問でございますが、あと 1年ほどございますか

ら、その聞に関係者の方々やいろんな方々とひとつ十分相談をして決断をし

たい。来年の9月の定例議会で最終的な決断を申し上げたいと思います。

それから、市民に対する決意ということでございますが、私いつも次の期

があると考えたことはございませんで、政策は長期的展望に立って常にやっ

てまいりますけれども、しかし私に与えられた職務の期間というのは4年間

だというふうに考えておりまして、その都度、その都度全力投球をしてまい

ったわけでございまして、おかげさまで4期目を務めさせていただいており

ますが、 4期目の最後までひとつ全力投球をして市政発展に努力いたしたい

と考えているところでございます。

@議長(林 豊君) 28番。

@28番〈飯田義男君) 終わります。

。議長(林 豊君) 以上で28番議員の質問を終わります。

次、 15番議員横溝 功君。御登壇願います。

(15番議員横溝 功君登壇)

@1 5番(横溝 功君) 本定例会の最後を承ることになるわけでございま

す。まず、ち点御質問申し上げる次第でございます。

第1点、池田団地の洪水対策について。このことにつきましては、去る 9

月の定例議会におきまして質問いたしたところでございますが、その際市当

局から道路の地権者を含めまして解決していきたいとの考えが示されました

ので、一応はそれを了としたわけでございます。私は、住民が安寧に暮らせ

るよう努力してくださるよう強く要望したところでございました。その後地

権者とどのように話が行われてまいりましたか、詳細にお伺いいたします。

そして、なお洪水排除は行政当局の責務であり、具体策もおありかと存じま

すので、お伺いいたします。

第2点目でございます。東関東自動車道路館山線についてでございます。

一昨年5月、木更津館山聞を結ぶ道路は、第4次全国総合計画に基づく高規

格幹線道路網の一部として建設大臣の諮問機関である道路審議会に提出され
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ました。さらに、この木更津館山間の約40キロメートルは周年9月国土開発

幹線自動車道の予定路線に追加され、東関東自動車道館山線として整備を進

めることが正式に国の法律の中に位置づけられました。まことに喜びにたえ

ないところでございます。一方千葉県におきましでも、千葉県のこれからの

道路整備計画概要をまとめまして、木更津館山間も整備を進めることとして

おります。以上のように、国、県では首都圏と本市を結ぶ幹線道路を東関道

館山線として整備をする方針を樹立し、既に着工しております。東関道の千

葉木更津聞は平成4年度までに開通される予定と聞いておりますし、木更津

館山聞についても東京湾横断道路の完成にあわせまして平成7年度には開通

できるように聞いてはおりますが、市が現在把握しております現況について

お伺いいたします。

第3点でございますが、国道 127号バイパス及び主要地方道館山白浜線バ

イパスの現況と今後の見通しについてお伺いいたします。広域幹線道路網の

整備につきましては、既に昭和47年から国道 127号バイパス建設促進協議会

を設立し、本市を含め11市町村で国県に対し建設の陳情が行われ、 60年には

国道 127号内房縦貫道路建設促進協議会と名称、が変更されましたが、富浦町

深名を起点に富山町、鋸南町、富津市、君津市を経て木更津に至る約42キロ

メートルの大規模バイパスの建設が促進されようとしておることは、周知の

ことでございます。当市におきましでも、延長 7.6キロメートルのうち部分

開通を見ておるわけでございますが、ここに来まして何か工事の進行に遅々

たるものがあるように考えます。そこで、館山バイパスはどうなっておるの

か、なお前述のバイパスの全概要についてもその現況をお伺いいたします。

なお、館山白浜線バイパスについても、現在どのように進められようとして

おるのかをあわせお伺いいたします。

次に第4点、城山公園の整備についてでございますが、 1つ、日本庭園と

茶室について。市長は平成元年度施政方針の中におきまして、 「市民の憩い、

安らぎの場として親しまれ、観光の拠点を目指す城山公園は計画的な整備を

進めているところでございますが、本年度は日本庭圏及び茶室を建設いたし

ますjとおっしゃっております。そして、現在着工の運びとなっております
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ので、次の諸点についてお伺いいたします。 1つ、どのような庭園をつくら

れるのか、 2、茶室の規模、 3番目に茶を楽しむ人口、 4番目に工事入札の

模様はどうだったのか、これらの諸点をお伺いいたします。

次に、大きな 2番目でございますが、今後の整備計画についてでございま

すが、市長は城山を観光の拠点を目指すと申しておるわけですので、今後の

御抱負があるものと存じますので、このことをお伺いいたします。

次に、第ち点の平成2年度の予算編成方針についてでございますが、年末

から年始にかけまして予算編成が本格化すると存じます。地方財政は一般的

に好景気に支えられ、消費税の非課税額の拡大がされるにせよ税収の大幅な

伸びがあろうかと存ずるものでございます。さらにまた、地方交付税の大幅

な伸びも期待でき、かなり余裕のあるように考えられます。そこでお伺いい

たしますが、 1つ、平成2年度の予算規模はかなり伸びるものと存じますが、

いかがなものかをお伺いいたします。

2番目、第4全総の中で必然的に取り上げられてきました半島振興法、あ

るいはリゾート法にかかるめまぐるしい、しかし重大な時期にかんがみます

とき、おのずから重点施策をお考えのことと存じますが、この点につきまし

てお伺いいたします。

3番目に、なお各議員からそれぞれ要望が出ておるわけでございますが、

この点につきましては市は謙虚に耳を傾けていただきた ~\o 既存額にとらわ

れることなく可能な限り実施していただきたいと存じます。市当局のお考え

をお伺いいたします。

場合によって再質問をいたします。

@議長(林 豊君) 半津市長。

(市長半淳良一君登壇)

。市長(半淳良一君) 横溝議員の御質問にお答えいたします。

まず第 1点、長須賀の池田団地における大雨による冠水についての御質問

でございますが、この団地は宅造時における排水等の処理が不十分なため起

こっているのが原因でございます。御承知のとおり、団地内の道路は個人の

所有となっており、道路の所有者と話し合いを進めておりますが、いまだ合
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意に達しません。今後さらに所有者と話し合い、問題を解決するよう指導し

てまいりたいと考えております。

第2点、東関東自動車道館山線についてでございますが、平成7年度の東

京湾横断道路の完成に合わせて同時供用ができるよう、国を初め関係機関へ

要望しているところでございます。感触といたしましては、予定どおり供用

開始できるものと受けとめております。建設促進の活動といたしましては、

木更津以南の11市町村で構成する建設促進期成同盟会を初め安房郡内全市町

村の議長会、商工団体、観光協会など官民を挙げて地元選出の国会議員、建

設省、大蔵省を初めとする各関係機関に対し、毎年積極的に陳情活動を展開

しているところでございます。

次に第3点、 127号バイパス及びその主要地方道館山白浜線バイパスの現

状と今後についてという御質問でございますが、国道 127号バイパスのうち

金谷道路につきましては今年度内に用地取得を完了し、鋸山トンネル工事に

着手すると伺っております。また、鋸南道路につきましては既に95%の用地

が取得され、工事も30%の進捗となっており、富浦富山道路につきましでも

今後ルートが決定され、新年度から用地取得に入ると伺っております。国道

127号館山バイパスにつきましては用地の未買収が数件ございますが、平成

2年度中には完成するものと伺っております。一方、主要地方道館山白浜線

バイパスにつきましては脇田議員にお答えいたしましたとおりでございまし

て、東京湾横断道路及び東関東自動車道館山線が完成する平成7年度までに

供用開始ができるよう県に要望しているところでございます。

次に、城山公園整備についてでございますが、第 1点、日本庭園につきま

しては、その内容につきましては面積約 2.500平方メートルの敷地に伝統的

な日本の作庭技術を生かした形式のものとし、植栽は中高木類がクロマツ、

イヌマキ、キンモクセイ、モミジ等を主に 135本、低木類がマンリョウ、サ

カキ、アセビ等を主に31本、地被類がタマリュウ、クマザサを主に 1万 5.5

60株、スギゴケ90平方メートルでございます。また、水景として小流れ、白

砂利の枯山水、山景として築山、添景物として灯龍、手水鉢、光悦垣、延段、

飛び石等で構成されているものでございます。なお、周囲に生け垣を配し、
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庭園の保護と適切な維持管理を考えております。

次に、茶室の内容でございますが、建築面積は127.65平方メートル、構造

は木造平家建て、屋根はかわら一部銅板ぶき、数奇屋風づくり、外壁はしつ

くい塗りで、間取りは8畳、 6畳の通し和室、 4畳半茶室、水屋、寄りっき、

厨房、便所等でございます。

把握しております茶道人口は、館山市茶道連盟加入者 480名、高等学校茶

道部6校約 140名でございますが、利用につきましては本施設が有効に活用

されるよう一般の茶道愛好者への啓発と利用しやすい環境づくりを考え、茶

道の底辺拡大を図ってまいりたいと考えております。

今後の整備計画でございますが、今年度の日本庭園、茶室の建設で一応完

了と考えております。用地の先行取得は大変重要な課題でございますので、

今後市内の都市公園の配置等検討を進めていく中で対応してまいりたいと考

えております。

次に第ち点、平成2年度の予算編成方針についてでございますが、予算編

成の基本的な考え方といたしましてはさきに飯田議員にも御答弁申し上げま

したが、本市を取り巻く現在の状況、すなわち平成7年度には東京湾横断道

路の完成が見込まれ、それらに呼応して東関東自動車道館山線の整備、南部

地域広域利水計画等ビッグプロジェクトが推進されている状況を踏まえまし

て、活力ある文化福祉都市の実現に向けて長期的展望に立ち、海洋性リゾー

トタウンの形成を中心とした地域経済の振興対策、館山駅周辺都市改造事業

や道路交通網の整備、公共水域の浄化対策、都市基盤整備を重要課題として、

福祉の向上、教育、文化の振興等、南房総の中核都市として機能するバラン

スのとれたまちづくりを推進してまいりたいと考えております。このため市

税収入等歳入の的確な確保に努めるとともに、事業の実施に当たりましては

優先順位の厳しい選択の中で財椋の重点的効果的な配分を行いながら同時に

市議会議員の皆様方の御提案、御要望につきましても従来と同様極力配慮し

ながら予算編成を進めてまいりたいと考えております。

なお、現在事務レベルにおきまして各課からの概算要求に基づき編成作業

を進めているところでございまして、また園、県においても同様の段階であ
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り不透明な部分が多〈、予算規模等についてもかなり流動的でございますが、

いずれにいたしましでも今後さらに事業実施に要する特定財源などの獲得に

全力を挙げまして、地域発展のため可能な限り積極的な財政投資を心がけて

まいりたいと考えております。

以上、答弁を終わります。

。議長(林 豊君) 15番議員。

。15番(横溝 功君) まず、池田団地でございますが、洪水の理由を施

工者の理由にしておるような答弁と私は存じます。私は多少は施工者のふで

きもあったかとは存じますが、水は低いところへ流れるのは当然でございま

す。あそこは千倉の方から古茂口、南条、大戸ですか、そういうところを経

て全部あそこへ流れてくるわけでございます。だから、そういうところへ宅

地をつくったからいかぬというならばそれまででございますが、前にこの池

田団地の北側でございますが、長須賀団地の方は本間市長のときに洪水と申

しますか、そういうことで自動車が流されたことがございます。そのように、

この池田団地、長須賀団地へと水は全部ここへ来るわけでございます。した

がって、だれがやっても、だれが宅造しでもこれはここへ来るわけで、最後

の川を大きくしない以上これはどうにもしょうがないと思います。

ちなみに、例えば恐縮ですが、船橋の海老川あるいは市川市の真間川とい

うんですか、それから茂原の一宮川、全部やはり周りを業者がやったわけで

すけれども冠水して、これ特に船橋あたりは現在日億投じて川幅を広げ、 8

メートルを12メートルにし、そしてやっているわけでございます。これもや

っぱりー業者、そういうのでは到底、洪水というのは防げないと私は存ずる。

そういうことで各市はそういう場合には、市の費用で全部やっているわけな

んです。私はですからここもやっぱり何か同じような感じをいたします。だ

から、あの熊野神社の下の川幅をまず広げるのが私は先決であって、そうす

ればこれはもうある程度洪水一断面が広くなるわけですから防げるんじゃ

ないかと思うわけですけれども、市長の再考を仰ぎたいと思いますが、いか

がでしょうか、お伺いいたします。

@議長(林 豊君) 経済部長。
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。経済部長(安西良一君) この地域の水の流れといいましょうか、流れる

ルートはいわゆる南条側の方からまいりまして田越しで来るもの、それとも

う一つは辻部落の近くに流れるルート、それから相生橋の方向へと流れるル

ートと、もう一つは今おっしゃいます境川に流れるルートと四つあるわけで

ございます。これにつきまして、今池田団地の下流にあります境川の改修を

したらどうかというお話でございますが、境川につきましては現状でもかな

り能力不足でございます。したがいまして、ここを改良いたしましでも決し

ていい効果は出てこないんじゃないかというように考えております。

しからばどうしたらいいのかということになりますが、お昼前もいろいろ

お話が出ましたけども、館山白浜線の道路を現在考えておるわけでございま

す。これらに関連いたしまして、水路も調整していきたいというように考え

ております。

以上です。

0議長(林 豊君) 15番議員。

。15番(横講 功君) そうしますと、市長さんの宅造者が悪いんだとい

うのはやや緩和した答弁だったように思います。それでよろしゅうございま

しょうか。そういうことでひとつ考えを新たにして、私は今部長が言う境川

も精いっぱいだというようなことでございましたが、そうでないと思うんで

す。これは汐入川が土砂で埋まって境川の土砂より上なんです。だから、流

れないで逆流しちゃうわけです。ですから、これやっぱりなかなか困難なこ

とかとは存じますが、汐入川をまずさらわねば川の流れがよくならないと思

います。私はそう思います。それで、そうすれば逆流することなくスムーズ

に流れるものと思いますし、なおまだ河川敷が境川残っております。広げよ

うとするならば広げられるわけでございます。そういうことで、ひとつ長期

的展望に立ってできれば一日も早く、これは館山の不名誉なことですから。

大体前に市長さんにも私言ったことがあるんですけども、池田団地の外周道

路が約1.000メートルにわたって洪水なんです。道路が川になっているんで

すよ、約1.000メーター。そういうことですから、ひとつ御考慮のほどをお

願いするものでございます。
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次に、東関東自動車線でございますが、これは千葉木更津聞は4車線とい

うことがわかっております。だけれども、木更津富津間はこれはどうなんで

すか、 2車線になっちゃうんですか。さらには、富津から館山これせっかく

政府の方針になったといっても、私どもは4車線と聞いているのがどうもも

う木更津以南は2車線の可能性が強いわけです。これは当面かもわかりませ

ん。大変ここんところ、やっぱり市長さんも議会も挙げて努力していかねば

ならないと思います。現況はどうですか、 4車線でないでしょう、 2車線で

しょう、そういう点をお伺いいたします。

@議長(林 豊君) 経済部長。

@経済部長(安西良一君) 一部の地域では既に用買をしたところで、かさ

上げをすれば4車になるということでございますが、 2車線の一部の部分で

ございますが、これはいわゆる追加買収ということで考えているそうでござ

います。したがいまして、木更津から館山にかけまして全ルート暫定2車で

供用いたしまして、完成時には4車になるということで伺っております。

以上です。

。議長(林 豊君) 15番。

。15番(横溝 功君) その完成時期が問題で、 2車線では特に夏なんか

はやっぱり渋滞があろうかと思います。東京湾横断道路ができて館山もリゾ

ート法に基づいて観光客が続々と私は来るものと思います。なお、横断道路

ができると本当にもうあそこは15.1キロこれ15分、木更津からここまで30分

ぐらいで来るんじゃないですか。 45分もあったら館山へ来る。ですから、こ

の国道がそういった遊びに来る都会の分子、あるいは館山からもう通勤圏に

もなるわけですよ、川崎が。ましてや、富津、木更津は通勤圏に入ってくる。

ですから、どうかひとつ 2車線でなくて4車線になるように限りない努力を

お願いいたします。

次に、国道 127号バイパスについてはわかりました。先ほど市長さんの御

答弁で平成2年度までには館山バイパスも完成するとおっしゃっております

ので、了といたします。

なお、館山白浜バイパスでございますが、これも完成年度は一応わかりま
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した。しかし、これは何車線ですか、この点についておわかりならばお伺い

いたします。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) バイパス部分につきましては、 4車の予定でご

ざいます。

。議長(林 豊君) 15番。

@1 5番(横溝 功君) 4車だということがわかりました。

それから、さっき部長がここいらに流れる、これはやっぱり田を、大雨の

ときの貯留池というんですか、それが道路になるんですから、水はけについ

て県当局に強い要望をして、いやしくも水害がないようにこの際強く県当局

に働きかけてもらいたいものだと思います。

次に、 4番目の城山公園の整備のうち、茶の人口はわかったんですけども、

これはお茶だけに使うわけなんですか、その点についてちょっとお伺いしま

す。

。議長(林 豊君) 経済部長。

。経済部長(安西良一君) でき得れば、将来短歌とかあるいは和歌等をた

しなむ方にも御利用いただければ、なおその効果が上がるんではないかとい

うように考えております。

。議長(林 豊君) 15番議員。

@1ち番(横溝 功君) それぞれお花をやる人もおりますし、今部長がお

っしゃったようなものもやる人おりますし、これはやっぱり茶室だけに限り

ますと、じゃ私どもの方はまた部屋つくってくれ、これ当然です。ですから、

広くこれを各層に使っていただくようにしてもらいたいものだなと思います。

それから、ついでですから聞きたいわけですが、入札はどのようにしてや

ったんでしょうか、それについてお伺いいたします。

。議長(林 豊君) 総務部長。

@総務部長(渡辺秀夫君) 指名競争入札でやりました。

以上でございます。

。議長(林 豊君) 15番議員。
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@15番(横溝 功君) これどこの業者かわかんないんですけども、わか

んないで質問できないといえばそれまでだけど、どうも館山の業者でないよ

うなんだ。ですから、これは館山の業者でできないもんですか、その点につ

いてお伺いいたします。

@議長(林 豊君) 総務部長。

@総務部長〈渡辺秀夫君) 指名競争入札というのは、その中に館山市の業

者も入っておりましたが、いかんせん競争でございますので、落札した方が

市外の方でしたということでございます。

以上でございます。

@議長(林 豊君) 15番。

@15番(横溝 功君) 私は、できるもんなら市外の業者外してもいいと

思います。それでいてできるもんなら、できないもんなら市外の業者入れて

結構だ。だけれど、できるもんなら外しでもいいと思います。そういう点を

強く要望いたします。

さらに、予算編成でございますが、先ほど市長が飯田先輩に対して去年ぐ

らいの予算規模だーだけど、私はちょっと不服だ。政府もこれは交付税11

%伸ばすように、くれるように、 64兆の平成2年度の案が交付税が11%去年

より上がっているわけだ。だからしたがって税収だってこれは上がるわけで

す。税収の伸びも昨年度より余計来ると思うんですけど、この点どうでしょ

うか、お伺いします。

。議長(林 豊君) 総務部長。

。総務部長(渡辺秀夫君) 横溝議員のおっしゃるように、確かに景気はい

いから税収は上がるだろうと言われるかもしれませんが、税金については去

年いろいろ消費税とのセットで減税だけ先やりましたもんですから、そう思

ったようにも伸びないんじゃないかという懸念はされます。それと、交付税

とかそういうものについては当然自治省、県等の配分基準がございますもん

ですから、そうむやみやたらと増額できるものではございませんが、しかし

これから特定財源の確保については全力を尽くしてできるだけ予算規模を大

きくして、皆様の御要望等についても極力配慮していきたいということでご
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ざいます。

以上でございます。

。議長〈林 豊君) 15番。

@1ち番(横溝 功君) 政府も去年よりも 6%の伸びを見ているわけです

よ、一応通過はしておりませんけど。ですから、大体昨年度は館山市の伸び

が63年度 6.6%伸びている。くしくも国も 6.6%伸びているんだ。しかし去

年の伸びも大体の県外の市は2けた台伸びております。ですから、よくお考

えになって、いやしくも7億もこれ黒字残して、これはもういけないと思い

ます。さっき市長さんの答弁3%からち%、そうすると 2億から 3億。交付

税は4月来るでしょう。何も 7億も 8億も持つ必要ないです。それならばそ

の年度で・有効に、国保の方へ繰り出しするのもいいでしょうし、本当に土木

費等を上げてやっぱり福祉に寄与するということが、やっぱり執行部として

課されたものだと思いますし、我々としても住民の意を体する以上はそのよ

うに考えるわけでございます。

以上をもって終わります。

@議長〈林 豊君) 以上で15番議員横溝功君の質問を終わります。

以上で通告者による一般質問を終わります。

散 会午後4時 58分

。議長(林 豊君) 本日の会議はこれにて散会いたします。

なお、明12月14日は議案調査のため休会、次会は12月15日午前10時開会と

し、その議事は一般議案、補正予算の審議といたします。

@本日の会議に付した事件

1 行政一般通告質問
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